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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）：
【化２１】

（式中、
　Ｚ、Ｚ′及びＺ″は、互いに独立して、式（II）：

【化２２】
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（式中、
　Ｒ7は、式（IV）又は（Ｖ）：
【化２３】

（式中、
　Ｘは、Ｏ又はＮＨであり；
　Ｒ5は、Ｃ1－Ｃ4アルキルであり；
　Ｒ6は、Ｃ1－Ｃ4アルキルであり；
　Ｒ8は、Ｒ11と同義であり；
　Ｒ9は、Ｃ3－Ｃ18アルキルであり；
　Ｒ11は、Ｃ1－Ｃ18アルキル；ベンジル；又はＣ3－Ｃ30アルキル（これは、Ｏで中断さ
れているか、かつ／又はＯＨ、ＯＣＯＲ12若しくはＯＳｉ（ＯＲ12)3で置換されている）
であり；そして
　Ｒ12は、Ｃ1－Ｃ8アルキルである）で示される基である）で示される基である）で示さ
れる化合物であるが、但し
　化合物２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－〔１－エトキシカルボニル－１－メ
チルエトキシ〕フェニル－１，３，５－トリアジンを除く化合物。
【請求項２】
　２，４，６－トリス（４－〔１－（Ｎ－ヘキシルアミノカルボニル－１－メチルエトキ
シ－２－ヒドロキシフェニル〕－１，３，５－トリアジンである、請求項１記載の化合物
。
【請求項３】
　Ａ）光、酸素及び／又は熱による損傷を受けやすい有機材料、及びＢ）安定剤として、
請求項１記載の式（Ｉ）の少なくとも１種の化合物を含む、安定化された有機材料組成物
。
【請求項４】
　Ａ’）光、酸素及び／又は熱による損傷を受けやすい、合成有機ポリマー若しくはプレ
ポリマー又は写真材料、及びＢ’）安定剤として、式（Ｉ’）：
【化２７】

（式中、
　Ｚ、Ｚ′及びＺ″は、互いに独立して、式（II’）：
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【化２８】

（式中、
　Ｒ7’は、式（IV’）又は（Ｖ’）：

【化２９】

（式中、
　Ｘは、Ｏ又はＮＨであり；
　Ｒ5は、Ｃ1－Ｃ4アルキルであり；
　Ｒ6は、Ｃ1－Ｃ4アルキルであり；
　Ｒ8は、Ｒ11と同義であり；
　Ｒ9’は、Ｃ1－Ｃ18アルキルであり；
　Ｒ11は、Ｃ1－Ｃ18アルキル；ベンジル；又はＣ3－Ｃ30アルキル（これは、Ｏで中断さ
れているか、かつ／又はＯＨ、ＯＣＯＲ12若しくはＯＳｉ（ＯＲ12)3で置換されている）
であり；そして
　Ｒ12は、Ｃ1－Ｃ8アルキルである）で示される基である）で示される基である）で示さ
れる少なくとも１種の化合物を含む、安定化された有機材料組成物であるが、但し
　成分Ａ’）が、式（XV）：
【化３０】

（式中、
　Ｘ1は、複素原子を有するか又は有しない炭化水素基であり、そして
　Ｘ2及びＸ11は、互いに独立して、水素又は複素原子を有するか若しくは有しない炭化
水素基である）で示される化合物を更に含む写真材料である組成物を除く、安定化された
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有機材料組成物。
【請求項５】
　成分Ａ’）が、熱可塑性ポリマー若しくは被覆のための結合剤又はカラー写真材料であ
る、請求項４記載の安定化された有機材料組成物。
【請求項６】
　Ａ”）木材の、着色剤、含浸剤又は保護被覆物、及びＢ’）安定剤として、式（Ｉ’）
【化３１】

（式中、
　Ｚ、Ｚ′及びＺ″は、互いに独立して、式（II’）：

【化３２】

（式中、
　Ｒ7’は、式（IV’）又は（Ｖ’）：
【化３３】

（式中、
　Ｘは、Ｏ又はＮＨであり；
　Ｒ5は、Ｃ1－Ｃ4アルキルであり；
　Ｒ6は、Ｃ1－Ｃ4アルキルであり；
　Ｒ8は、Ｒ11と同義であり；
　Ｒ9’は、Ｃ1－Ｃ18アルキルであり；
　Ｒ11は、Ｃ1－Ｃ18アルキル；ベンジル；又はＣ3－Ｃ30アルキル（これは、Ｏで中断さ
れているか、かつ／又はＯＨ、ＯＣＯＲ12若しくはＯＳｉ（ＯＲ12)3で置換されている）
であり；そして
　Ｒ12は、Ｃ1－Ｃ8アルキルである）で示される基である）で示される基である）で示さ
れる少なくとも１種の化合物を含む、安定化された有機材料組成物。
【請求項７】
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　更なる成分として、抗酸化剤類、ホスファイト類、ホスホナイト類、ベンゾフラノン類
、インドリノン類並びに立体障害アミンタイプ、２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，
３，５－トリアジン類、２－ヒドロキシフェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール類、２－ヒ
ドロキシベンゾフェノン類及び／又はオギザラニリド類の光安定剤よりなる群から選択さ
れる化合物の１種以上を含むが、但し、
成分Ａ’）が、写真材料であるとき、２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－ト
リアジン類が、請求項４に定義された式（ＸＶ）で示される化合物ではない、
請求項３～６のいずれか１項記載の安定化された有機材料組成物。
【請求項８】
　光、酸素及び／又は熱の有害な影響に対して有機材料を安定化するための方法であって
、該材料に安定剤として請求項１記載の式（Ｉ）の化合物を、混合及び／又は塗布するこ
とを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、２，４，６－トリス（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
タイプの新規な化合物、そのような新規な化合物の助けにより安定化された、有機ポリマ
ー又はプレポリマー、特に被覆材料、及び安定剤としてのそのような化合物の用途、特に
自動車被覆に関する。
【０００２】
　被覆物のような有機材料の光安定性を増大させることを望むならば、光安定剤を添加す
るのが通常である。非常にしばしば用いられる光安定剤類の群の一つは、ＵＶ吸収剤類で
あり、それらは発色団の方法により損傷する放射線を吸収することにより材料を保護する
。ＵＶ吸収剤の重要な群の一つは、トリフェニルトリアジン類であり；分岐したエステル
基を含むこのタイプのある種の化合物が、EP-A-434608、EP-A-530135、US-A-5364749、GB
-A-2312210、US-A-5489503及びGB-A-2319523に記載されている。
【０００３】
　効果的安定剤であるべき化合物のために、そのスペクトル及び抗酸化特性ばかりでなく
、とりわけ安定化されるべき材料との相溶性及びその溶解性が、特に重要である（参照：
GB-A-2312210）。
【０００４】
　特定の分岐した酸又はエステル側鎖を含む２－（２′－ヒドロキシフェニル）－４，６
－ジアリル－１，３，５－トリアジンタイプのいくつかの化合物が驚くべきことに特別の
良好な安定剤特性及び基質相溶性を有している。
【０００５】
　したがって、本発明は、先ず、式（Ｉ）：
【０００６】

【化１】

【０００７】
（式中、
　Ｚ、Ｚ′及びＺ″は、互いに独立して、式（II）：
【０００８】
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【化２】

【０００９】
（式中、
　Ｒ7は、式（III）、（IV）又は（Ｖ）：
【００１０】

【化３】

【００１１】
（式中、
　ｎは、１又は２であり；
　Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、互いに独立して、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル
；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；フェニル；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ11アルキルフ
ェニル；Ｃ1－Ｃ18アルキル（これは、フェニル、ＯＨ、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ18アルコキシ
、Ｃ5－Ｃ12シクロアルコキシ、Ｃ3－Ｃ18アルケニルオキシ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ11、Ｏ
－ＣＯ－Ｒ12、ＣＯＮＨ2、ＣＯＮＨＲ13、ＣＯＮＲ13Ｒ14、ＣＮ、ＮＨ2、ＮＨＲ13、Ｎ
Ｒ13Ｒ14、ＮＨＣＯＲ12、Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルキル、Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルコキシ、
Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルケニル、Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルケニルオキシ、Ｃ6－Ｃ16ビシク
ロアルキル－アルコキシ、Ｃ6－Ｃ16ビシクロアルケニル－アルコキシ又はＣ6－Ｃ15トリ
シクロアルコキシにより置換されている）；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル（これは、ＯＨ、
Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ2－Ｃ6アルケニル又はＯ－ＣＯＲ12により置換されている）；又は
ＣＯＲ15；ＣＯ－Ｘ－Ｒ8；又はＳＯ2－Ｒ16；又はＣ3－Ｃ50アルキル（これは、Ｏで中
断されているか、かつ／又はＯＨ、フェノキシ、又はＣ7－Ｃ18アルキルフェノキシで置
換されている）であるか；あるいは
　Ｒ5とＲ6は、それらが結合する炭素原子と一緒になって、Ｃ4－Ｃ8シクロアルキル環（
これは、中断されていないか、若しくはＯ、ＮＨ、ＮＲ13若しくはＳで中断されているか
、かつ／又は置換されていないか、若しくはＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、Ｏ
Ｈ、フェノキシ若しくはＣ7－Ｃ18アルキルフェノキシで置換されている）であり；



(7) JP 5497077 B2 2014.5.21

10

20

30

40

50

　Ｒ8は、Ｈ又はＲ11と同義であり；
　Ｒ9は、Ｃ3－Ｃ18アルキル；Ｃ3－Ｃ18アルケニル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル；Ｃ1－
Ｃ4アルキルシクロヘキシル；Ｃ6－Ｃ14アリール；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ

14アルキルフェニル；Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルキル；Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルケニル；Ｃ6

－Ｃ16トリシクロアルキル；又はＣ1－Ｃ18アルキル（これは、ハロゲン、ＣＯＯＨ、Ｃ
ＯＯＲ11、Ｏ－ＣＯ－Ｒ12、ＣＯＮＨ2、ＣＯＮＨＲ13、ＣＯＮＲ13Ｒ14、ＣＮ、ＮＨ2、
ＮＨＲ13、ＮＲ13Ｒ14、ＮＨＣＯＲ12、Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルキル若しくはＣ6－Ｃ15ビ
シクロアルケニルで置換されている）であり；
　Ｒ11は、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル；Ｃ6－Ｃ14アリール；Ｃ2－Ｃ

18アルケニル；Ｃ7－Ｃ14アルキルフェニル；Ｃ1－Ｃ18アルキル（これは、フェニル、フ
ェノキシ、ナフチル、ナフチルオキシ、ＯＨ、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ18アルコキシ、Ｃ5－Ｃ

12シクロアルコキシ、Ｃ3－Ｃ18アルケニルオキシ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ11、Ｏ－ＣＯ－
Ｒ12、ＣＯＮＨ2、ＣＯＮＨＲ13、ＣＯＮＲ13Ｒ14、ＣＮ、ＮＨ2、ＮＨＲ13、ＮＲ13Ｒ14

、ＮＨＣＯＲ12、Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルキル、Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルコキシ、Ｃ6－Ｃ1

5ビシクロアルケニル、Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルケニルオキシ、Ｃ6－Ｃ16ビシクロアルキ
ル－アルコキシ、Ｃ6－Ｃ16ビシクロアルケニル－アルコキシ又はＣ6－Ｃ15トリシクロア
ルコキシにより置換されている）、又はＣ1－Ｃ18アルキル（これは、それ自体、ハロゲ
ン、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ1－Ｃ4アルコキシ、Ｃ1－Ｃ8アルキルアミノ、シクロヘ
キシルアミノ、Ｃ1－Ｃ8アルキルチオ若しくはシクロヘキシルチオにより置換されている
、フェニル、フェニルオキシ、若しくはナフチルオキシで置換されている）であるか；あ
るいは
　Ｒ11は、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル（これは、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ4アルキル、Ｃ2－Ｃ6アル
ケニル又はＯ－ＣＯＲ12により置換されている）；又はＣＯＲ15；ＣＯ－Ｘ－Ｒ8又はＳ
Ｏ2－Ｒ16；又は炭素－結合された、５～７員複素環残基（これは、４～１２個の炭素原
子並びにＯ、Ｎ及びＳから選択される１～３個の複素原子を含む）であるか；あるいは
　Ｒ11は、Ｃ3－Ｃ50アルキル（これは、Ｏ、ＮＨ、ＮＲ13若しくはＳで中断されている
か、かつ／又はＯＨ、フェノキシ、Ｃ3－Ｃ18アルケンオキシ、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェノ
キシ、ＯＣＯＲ12、Ｏ－Ｐ（＝Ｏ）（ＯＲ12)2、Ｏ－Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ12)2若しくはＯＳｉ
（ＯＲ12)3で置換されている）であり；
　Ｒ12は、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ1－
Ｃ4アルキルシクロヘキシル；Ｃ6－Ｃ14アリール；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ

14アルキルフェニル；Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルキル；Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルケニル；Ｃ6

－Ｃ15トリシクロアルキルであり；
　Ｒ13及びＲ14は、互いに独立して、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；Ｃ5－
Ｃ12シクロアルキル；Ｃ1－Ｃ4アルキルシクロヘキシル；Ｃ6－Ｃ14アリール；Ｃ7－Ｃ11

フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ14アルキルフェニル；又はＣ3－Ｃ30アルキル（これは、Ｏ、
ＮＨ若しくはＮＲ13で中断されているか、かつ／又はＯＨで置換されている）であるか；
又はＣ6－Ｃ15ビシクロアルキル；Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルケニル；若しくはＣ6－Ｃ15ト
リシクロアルキルであり；
　Ｒ15は、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル；Ｃ6－
Ｃ14アリール；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；又はＣ7－Ｃ14アルキルフェニルであり；
　Ｒ16は、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル；Ｃ6－
Ｃ14アリール；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；又はＣ7－Ｃ14アルキルフェニルであり；
　Ｒ17は、ＣＨ2－Ｏ－Ｒ15又はフルフリル若しくはテトラヒドロフルフリルであるか、
あるいはＣ3－Ｃ30アルキル（これは、Ｏ、ＮＨ若しくはＮＲ13で中断されているか、か
つ／又はＯＨで置換されている）であり；そして
　Ｘ及びＹは、互いに独立して、Ｏ、ＮＨ、ＮＲ13又はＳである）で示される基である）
で示される基である）で示される化合物であるが、但し
　化合物２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－〔１－エトキシカルボニル－１－メ
チルエトキシ〕フェニル－１，３，５－トリアジンを除く化合物を提供する。
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【００１２】
　同じ呼称を有する２個以上の基が、一つの化合物中に現れる場合、それらは、示された
可能な定義の範囲の内でそれぞれ異なることができる。同じ呼称の基が同じ定義を有する
本発明の化合物が重要である。
【００１３】
　ハロゲン置換基は、－Ｆ、－Ｃｌ、－Ｂｒ又は－Ｉ、好適には－Ｆ、－Ｃｌ又は－Ｂｒ
であり、特に－Ｃｌである。
【００１４】
　Ｃ6－Ｃ14アリールは、一般的に、フェニル、ビフェニル又は相当する縮合炭素環芳香
族基、好適にはフェニル又はナフチルである。
【００１５】
　アルキルフェニルは、アルキル－置換フェニルであり；Ｃ7－Ｃ14アルキルフェニルは
、メチルフェニル（トリル）、ジメチルフェニル（キシリル）、トリメチルフェニル（メ
シチル）、エチルフェニル、プロピルフェニル、ブチルフェニル、ジブチルフェニル、ペ
ンチルフェニル、ヘキシルフェニル、ヘプチルルフェニル及びオクチルフェニルのような
例を含む。
【００１６】
　フェニルアルキルは、フェニル－置換アルキルであり；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキルは
、ベンジル、α－メチルベンジル、α－エチルベンジル、α，α－ジメチルベンジル、フ
ェニルエチル、フェニルプロピル、フェニルブチル及びフェニルペンチルのような例を含
む。
【００１７】
　グリシジルは、２，３－エポキシプロピルである。ｎ－アルキルは、非分岐アルキル基
である。
【００１８】
　Ｏ、ＮＨ、ＮＲ13などにより中断されたアルキルは、一般に、１個以上の非隣接複素原
子を含む。好適には、アルキル鎖の炭素原子は、２個以上の複素原子と結合しない。
【００１９】
　アルキルとしての基Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15及びＲ1

6は、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、sec－ブチル、イソブチル
、ｔ－ブチル、２－エチルブチル、ｎ－ペンチル、イソペンチル、１－メチルペンチル、
１，３－ジメチルブチル、ｎ－ヘキシル、１－メチルヘキシル、ｎ－ヘキシル、１－メチ
ルヘキシル、ｎ－ヘプチル、イソヘプチル、１，１，３，３－テトルメチルブチル、１－
メチルヘプチル、３－メチルヘプチル、ｎ－オクチル、２－エチルヘキシル、１，１，３
－トリメチルヘキシル、１，１，３，３－テトラメチルペンチル、ノニル、デシル、ウン
デシル、１－メチルウンデシル、ドデシル、１，１，３，３，５，５－ヘキサメチルヘキ
シル、トリデシル、テトラデシル、ペンタデシル、ヘキサデシル、ヘプタデシル及びオク
タデシルのような、分岐又は非分岐アルキルである。
【００２０】
　Ｃ1－Ｃ4アルキルは、特にメチル、エチル、イソプロピル、ｎ－ブチル、２－ブチル、
２－メチルプロピル及びオクタデシルである。
【００２１】
　アルケニルとしての基Ｒ4、Ｒ5、Ｒ6、Ｒ8、Ｒ9、Ｒ11、Ｒ12、Ｒ13、Ｒ14、Ｒ15及び
Ｒ16は、アリル、イソプロペニル、２－ブテニル、３－ブテニル、イソブテニル、ｎ－ペ
ンタ－２，４－ジエニル、３－メチル－ブタ－２－エニルを含み；Ｒ8は、更にｎ－オク
タ－２－エニル、イソドデセニル、ｎ－オクタデカ－２－エニル及びｎ－オクタデカ－４
－エニルを含む。Ｒ12及びＲ15の場合、例えばビニルは、別の可能な定義である。
【００２２】
　Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、独立して、好適にはＣ1－Ｃ18アルキル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキ
ル；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；フェニル；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ11アルキル
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フェニル；Ｃ1－Ｃ18アルキル（これは、フェニル、ＯＨ、ハロゲン、Ｃ1－Ｃ18アルコキ
シ、Ｃ5－Ｃ12シクロアルコキシ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ11、Ｏ－ＣＯ－Ｒ12、ＣＯＮＨ2、
ＣＯＮＨＲ13、ＣＯＮＲ13Ｒ14、ＣＮにより置換されている）；又はＲ5とＲ6は、それら
が結合する炭素原子と一緒になって、Ｃ4－Ｃ8シクロアルキル環（これは、中断されてい
ないか、若しくはＯ、ＮＨ、ＮＲ13若しくはＳで中断されているか、かつ／又は置換され
ていないか、若しくはＣ1－Ｃ6アルキル、Ｃ1－Ｃ6アルコキシ、ＯＨ、フェノキシ若しく
はＣ7－Ｃ18アルキルフェノキシで置換されている）であり；
　Ｒ4、Ｒ5及びＲ6は、更に好適には、Ｃ1－Ｃ18アルキル；シクロヘキシル；Ｃ2－Ｃ3ア
ルケニル；フェニル；ベンジル；Ｃ1－Ｃ18アルキル（これは、ＯＨ、Ｃ1－Ｃ18アルコキ
シ、シクロヘキシルオキシ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯＲ11、又はＯ－ＣＯ－Ｒ12により置換され
ている）；又はＲ5とＲ6は、それらが結合する炭素原子と一緒になって、Ｃ4－Ｃ8シクロ
アルキル環（これは、中断されていないか、若しくはＯで中断されているか、かつ／又は
置換されていないか、若しくはＣ1－Ｃ6アルキル置換されている）であり；Ｒ4、Ｒ5及び
Ｒ6は、特にメチルである。
【００２３】
　Ｒ8及びＲ11は、好適にはＣ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；Ｃ5－Ｃ12シクロ
アルキル；Ｃ1－Ｃ4アルキルシクロヘキシル；Ｃ6－Ｃ14アリール；Ｃ7－Ｃ11フェニルア
ルキル；Ｃ7－Ｃ14アルキルフェニル；又はＣ3－Ｃ30アルキル（これは、Ｏ、ＮＨ、ＮＲ

13若しくはＳで中断されているか、かつ／又はＯＨ、フェノキシ、Ｃ3－Ｃ18アルケンオ
キシ、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェノキシ、ＯＣＯＲ12、Ｏ－Ｐ（＝Ｏ）（ＯＲ12)2、Ｏ－Ｐ
（＝Ｏ）（Ｒ12)2若しくはＯＳｉ（ＯＲ12)3で置換されている）；又はＣＨ2－ＣＨ（Ｏ
Ｈ）－Ｒ17、フルフリル若しくはテトラヒドロフルフリルであり；更に好適には特にＲ4

、Ｒ5及びＲ6がメチルのような短鎖基であるならば、長鎖アルキルであり、例は５～５０
個の炭素原子を有するそれらであり；特に好適なものは、Ｃ5－Ｃ18アルキル；Ｃ7－Ｃ11

フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ11アルキルフェニル；Ｃ5－Ｃ30アルキル（これは、Ｏ、ＮＨ
、ＮＲ13若しくはＳで中断されているか、かつ／又はＯＨ、フェノキシ、Ｃ3－Ｃ18アル
ケンオキシ、Ｃ7－Ｃ18アルキルフェノキシ、ＯＣＯＲ12、Ｏ－Ｐ（＝Ｏ）（ＯＲ12)2、
Ｏ－Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ12)2若しくはＯＳｉ（ＯＲ12)3で置換されている）；又はＣＨ2－Ｃ
Ｈ（ＯＨ）－ＣＨ2－Ｒ15（ここで、Ｒ15は、Ｃ3－Ｃ18アルキル又はＣ5－Ｃ12シクロア
ルキルである）；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ11アルキルフェニル；特にＲ8及
びＲ11として好適なものは、Ｃ6－Ｃ18アルキル、Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；又はＣＨ

2－ＣＨ（ＯＨ）－ＣＨ2－Ｒ15（ここで、Ｒ15は、Ｃ3－Ｃ18アルキルである）である。
【００２４】
　以下に定義された一定の組成物の内で、Ｒ9は、またメチル又はエチルであってよい。
Ｒ9は、好適にはＣ3－Ｃ18アルキル；Ｃ3－Ｃ18アルケニル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル；
Ｃ1－Ｃ4アルキルシクロヘキシル；Ｃ6－Ｃ14アリール；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；Ｃ

7－Ｃ14アルキルフェニル；更に好適にはＣ4－Ｃ18アルキル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル
又はベンジル；特にＣ6－Ｃ12アルキルである。Ｒ9は、好適には、例えば４～１８、特に
５～１８、特別に６～１２個の炭素原子を含む比較的長鎖の基である。
【００２５】
　Ｘ及びＹは、互いに独立して、好適にはＯ、ＮＨ又はＮＲ13であり；特に好適には、Ｘ
は、Ｏ、ＮＨ又はＮＲ13でありそしてＹは酸素であり；特別に好適にはＸ及びＹは、Ｏで
ある。
【００２６】
　特に好適には、Ｒ13は、Ｃ3－Ｃ18アルケニル、Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル又はベンジル
、特にブチル又はシクロヘキシルである。
【００２７】
　式（III）の基としてのＲ7は、特に好適には下記式：
【００２８】
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【化４】

【００２９】
の基である。
【００３０】
　特に興味のあるものは、Ｒ7が式（III）又は（IV）の基である式（Ｉ）の化合物である
が、但し２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－〔１－エチルオキシカルボニル－１
－メチルエトキシ〕フェニル）－１，３，５－トリアジンを除くそれらのそれらの化合物
である。式（II）のＲ7置換酸素原子及び式（III）又は（IV）のカルボニル基に関しての
α位に、これらの好適な化合物は、水素原子に結合しない４級炭素原子を含む。
【００３１】
　この実施態様の特に好適な形態は、後ほど下記に述べるそれらと類似である。
【００３２】
　式（Ｉ）の化合物は、初めに特定された刊行物、EP-A-434608、の一つ又はH.Brunetti 
and C.E.Leuthi, Helv. Chim. Acta 55, 1566 (1972)による刊行物と類似に、相当するフ
ェノールとハロトリアジンのフリーデル－クラフト付加により製造することができる；ま
たUS-3118887及びEP-A-165608も参照のこと。このことは、Ｒ7が、水素以外の式（Ｉ）の
化合物を与える別の慣用の反応を行うことができ、そのような反応及び方法は、例えばEP
-A-434608、15ページ11行～17ページ１行に記載されている。
【００３３】
　式（Ｉ）の化合物を製造するために、シアヌルクロリドの１当量から出発し、次いでそ
れをレゾルシノールの３当量と反応させるのが賢明である。
【００３４】
　反応は、無水ＡｌＣｌ3の存在下に、不活性溶媒中で出発物質を反応させることによる
慣用の方法で行う。この反応において、アルミニウムトリクロリド及びレゾルシノールは
、賢明には過剰で用いられ；例えばアルミニウムトリクロリドは、５～１５モル％過剰で
、フェノールは１～３０％過剰、特に５～２０％過剰で用いることができる。
【００３５】
　適切な溶媒の例は、単純炭化水素、クロル化炭化水素、ＳＯ－又はＳＯ2基を含む炭化
水素、又はニトロ化芳香族炭化水素であり；好適なものはリグロイン、石油エーテル、ト
ルエン若しくはキシレン、又はスルホランのような高－沸点炭化水素である。
【００３６】
　温度は、一般的に臨界的ではなく；通常、反応は２０℃～溶媒の沸点、例えば５０℃～
１５０℃の温度で起こる。生成物は、抽出及び分離工程、濾過及び乾燥のような慣用の方
法により処理することができ；所望ならば再結晶のような更なる精製工程を実施すること
ができる。
【００３７】
　トリアジン環に対してパラ位に位置している、生成物中の遊離のフェノール性ヒドロキ
シル基は、続いて慣用のエーテル化に付すことができる。
【００３８】
　例えば、Ｒ7が式（III）又は（IV）又は（Ｖ）の基である式（Ｉ）の化合物は、好都合
には、該フェノール性中間体を、式（III－Ｈａｌ）又は（IV－Ｈａｌ）又は（Ｖ－Ｈａ
ｌ）：
【００３９】
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【化５】

【００４０】
（式中、
　Ｈａｌは、ハロゲン原子、例えばＣｌ又はＢｒ、好適にはＢｒであり；他の記号は、上
述と同義である）のα－ハロゲン化ラクトン又はエステルと反応させることにより製造す
ることができる。反応は、賢明には、酸－結合剤及び適切な溶媒の存在下に実施される。
ジグライムのような非プロトン性溶媒の使用は、例えば好都合である。溶媒は、好適には
、ジメチルスルホキシド、ジメチルホルムアミド、ジメチルアセトアミド、アセトン、エ
チルメチルケトン、エタノール、メタノール、イソプロパノール、ジグライム、トルエン
、キシレン又はそれらの混合物である。適切であるとされた酸結合剤は、Ｎａ2ＣＯ3、Ｋ

2ＣＯ3、ナトリウムエトキシド、ナトリウムメトキシド又はカリウムｔ－ブトキシドのよ
うな炭酸塩及び重炭酸塩又はアルコラートを含む。
【００４１】
　上述の反応において、加熱が、しばしば８０～２００℃の温度範囲で、賢明には非プロ
トン溶媒のような適切な溶媒の存在下に行われる。例えば、反応ii）は、ミスチレン中１
５０℃で、トリフェニルエチルホスホニウムブロミドと共に実施される。
【００４２】
　式（Ｉ）の化合物の製造は、式（Ｉ）の化合物の精製なしに安定剤として直接に用いる
ことができる混合物へ先ず導くことができる。好都合な使用し得る混合物であるそれらは
、特に出発フェノール２，４，６－トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，
５－トリアジンを、式（III－Ｈａｌ）、（IV－Ｈａｌ）又は（Ｖ－Ｈａｌ）のハロゲン
化物の過剰と反応させること、例えば出発フェノールの１モル及びハロゲン化物の３～４
モルから出発することにより得ることができる。例は、本発明の式（Ｉ）の化合物（出発
フェノール２，４，６－トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリア
ジン及び式（III－Ｈａｌ）、（IV－Ｈａｌ）又は（Ｖ－Ｈａｌ）のハロゲン化物の３モ
ル当量と反応から得られる）に加えて、４－又は５－倍反応した生成物を含む生成物混合
物である。この混合物中の４倍反応物は、例えば出発フェノールの１モル及びハロゲン化
物の４モルの転換から得られ、それはGB-A-2319523の１～３ページの式（Ｉ）の化合物に
一致する。
【００４３】
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　これらの混合物は、好都合には木材被覆でのＵＶ吸収剤、木材の着色剤若しくは含浸剤
、又は自動車被覆、特にそのベースコートで用いられる。
【００４４】
　好適なものは、Ｒ7が、式（III）、（IV）又は（Ｖ）の基であり；
　Ｒ4、Ｒ5及びＲ6が、互いに独立して、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル
；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；フェニル；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ11アルキルフ
ェニル；Ｃ1－Ｃ18アルキル（これは、フェニル、Ｃ1－Ｃ18アルコキシ、Ｃ5－Ｃ12シク
ロアルコキシ、Ｃ3－Ｃ18アルケニルオキシ又はＣ6－Ｃ15ビシクロアルキルにより置換さ
れている）；又はＣＯＲ15；ＣＯ－Ｘ－Ｒ11；又はＳＯ2－Ｒ16；又はＣ3－Ｃ50アルキル
（これは、Ｏで中断されているか、かつ／又はＯＨ、フェノキシ、又はＣ7－Ｃ18アルキ
ルフェノキシで置換されている）であるか；あるいは
　Ｒ5とＲ6が、それらが結合する炭素原子と一緒になって、Ｃ5－Ｃ6シクロアルキル環（
これは、中断されていないか、若しくはＯ、ＮＨ若しくはＮＲ13で中断されているか、か
つ／又は置換されていないか、若しくはＣ1－Ｃ6アルキル、ＯＨ、フェノキシ若しくはＣ

7－Ｃ18アルキルフェノキシで置換されている）であり；
　Ｒ8が、Ｒ11と同義であり；
　Ｒ9が、Ｃ6－Ｃ12アルキル、Ｃ6－Ｃ12シクロアルキル又はＣ7－Ｃ12フェニルアルキル
であり；
　Ｒ11が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル；フェ
ニル；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ14アルキルフェニル；又はＣ3－Ｃ30アルキ
ル（これは、Ｏで中断されているか、かつ／又はＯＨ、フェノキシ、ＯＣＯＲ12、Ｏ－Ｐ
（＝Ｏ）（ＯＲ12)2、Ｏ－Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ12)2若しくはＯＳｉ（ＯＲ12)3で置換されてい
る）；又はＣＨ2－ＣＨ（ＯＨ）－Ｒ17、フルフリル若しくはテトラヒドロフルフリルで
あり；
　Ｒ12が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル、Ｃ1－
Ｃ4アルキルシクロヘキシル；Ｃ6－Ｃ14アリール；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ

14アルキルフェニル；Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルキル；Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルケニル；又は
Ｃ6－Ｃ15トリシクロアルキルであり；
　Ｒ13及びＲ14が、互いに独立して、Ｃ1－Ｃ18アルキル；アリル；Ｃ5－Ｃ12シクロアル
キル；フェニル；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ14アルキルフェニル；又はＣ3－
Ｃ30アルキル（これは、Ｏで中断されているか、かつ／又はＯＨで置換されている）であ
るか；又はＣ6－Ｃ15ビシクロアルキル；Ｃ6－Ｃ15ビシクロアルケニル；若しくはＣ6－
Ｃ15トリシクロアルキルであり；
　Ｒ15が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル；Ｃ6－
Ｃ14アリール；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；又はＣ7－Ｃ14アルキルフェニルであり；
　Ｒ16が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル；Ｃ6－
Ｃ14アリール；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；又はＣ7－Ｃ14アルキルフェニルであり；
　Ｒ17が、ＣＨ2－Ｏ－Ｒ15又はフルフリル若しくはテトラヒドロフルフリルであるか、
又はＣ3－Ｃ30アルキル（これは、Ｏで中断されているか、かつ／又はＯＨで置換されて
いる）であり；そして
　Ｘ及びＹが、互いに独立して、Ｏ、ＮＨ、ＮＲ13又はＳである、式（Ｉ）の新規な化合
物である。
【００４５】
　特に好適なものは、Ｒ7が、式（IV）又は（Ｖ）の基であり；
　Ｒ5が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；フェニル；又はＣ7－Ｃ11フェニルアルキルであり；
　Ｒ6が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；フェニル；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；又はＣＯＲ15；
若しくはＣＯ－Ｘ－Ｒ11であるか；あるいは
　Ｒ5とＲ6が、それらが結合する炭素原子と一緒になって、Ｃ5－Ｃ6シクロアルキル環（
これは、中断されていないか、若しくはＯで中断されているか、かつ／又は置換されてい
ないか、若しくはＣ1－Ｃ6アルキルで置換されている）であり；
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　Ｒ8が、Ｒ11と同義であり；
　Ｒ9が、Ｃ6－Ｃ12アルキル、Ｃ6－Ｃ12シクロアルキル又はＣ7－Ｃ12フェニルアルキル
であり；
　Ｒ11が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；アリル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル；フェニル；Ｃ7－Ｃ1

1フェニルアルキル；Ｃ7－Ｃ14アルキルフェニル；又はＣ3－Ｃ30アルキル（これは、Ｏ
、ＮＨ若しくはＮＲ13で中断されているか、かつ／又はＯＨ、フェノキシ、ＯＣＯＲ12、
Ｏ－Ｐ（＝Ｏ）（ＯＲ12)2、Ｏ－Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ12)2若しくはＯＳｉ（ＯＲ12)3で置換さ
れている）であり；
　Ｒ12が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ18アルケニル；シクロヘキシル；フェニル；又は
Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキルであり；
　Ｒ13及びＲ14が、互いに独立して、Ｃ1－Ｃ18アルキル；アリル；Ｃ5－Ｃ12シクロアル
キル；フェニル；又はＣ7－Ｃ11フェニルアルキルであり；
　Ｒ15が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ3アルケニル；シクロヘキシル；フェニル；Ｃ7－
Ｃ11フェニルアルキル；又はＣ7－Ｃ14アルキルフェニルである、式（Ｉ）の化合物であ
る。
【００４６】
　特に重要なものは、Ｒ7が、式（IV）又は（Ｖ）の基であり；
　Ｒ5が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；フェニル；又はＣ7－Ｃ11フェニルアルキルであり；
　Ｒ6が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；フェニル；Ｃ7－Ｃ11フェニルアルキル；ＣＯＲ15；若し
くはＣＯ－Ｘ－Ｒ8であるか；又は
　Ｒ5とＲ6が、それらが結合する炭素原子と一緒になって、Ｃ5－Ｃ6シクロアルキル環で
あり；
　Ｒ8が、Ｒ11と同義であり；
　Ｒ9が、Ｃ5－Ｃ12アルキル、シクロヘキシル又はシクロドデシルであり；
　Ｒ11が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；アリル；Ｃ5－Ｃ12シクロアルキル；フェニル；Ｃ7－Ｃ1

1フェニルアルキル；若しくはＣ7－Ｃ14アルキルフェニル；又はＣ3－Ｃ30アルキル（こ
れは、Ｏで中断されているか、かつ／又はＯＨ、フェノキシ、ＯＣＯＲ12、Ｏ－Ｐ（＝Ｏ
）（ＯＲ12)2、Ｏ－Ｐ（＝Ｏ）（Ｒ12)2若しくはＯＳｉ（ＯＲ12)3で置換されている）で
あり；
　Ｒ12が、Ｃ1－Ｃ8アルキル；Ｃ2－Ｃ3アルケニル；フェニル；又はベンジルであり；
　Ｒ15が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；Ｃ2－Ｃ3アルケニル；シクロヘキシル；フェニル；又は
ベンジルであり；
　Ｘが、Ｏ又はＮＨ又はＮＲ3である、式（Ｉ）の化合物、特に
　Ｒ7が、式（IV）又は（Ｖ）の基であり；
　Ｒ5が、Ｃ1－Ｃ4アルキルであり；
　Ｒ6が、Ｃ1－Ｃ4アルキルであり；
　Ｒ8が、Ｒ11と同義であり；
　Ｒ9が、Ｃ6－Ｃ12アルキルであり；
　Ｒ11が、Ｃ1－Ｃ18アルキル；ベンジル；又は又はＣ3－Ｃ30アルキル（これは、Ｏで中
断されているか、かつ／又はＯＨ、フェノキシ、ＯＣＯＲ12若しくはＯＳｉ（ＯＲ12)3で
置換されている）であり；
　Ｒ12が、Ｃ1－Ｃ8アルキルであり；そして
　Ｒ13が、Ｃ1－Ｃ12アルキル又はシクロヘキシルである、式（Ｉ）の化合物である。
【００４７】
　特に好適な化合物は、Ｘが酸素であるそれらである。
【００４８】
　本発明は、更にＡ）光、酸素及び／又は熱への暴露に敏感な有機材料、並びにＢ）安定
剤として、式（Ｉ）の化合物を含む組成物を提供し、かつそれらの光、酸素及び／又は熱
への暴露に対する有機材料を安定化するための方法であって、安定剤として式（Ｉ）の化
合物を、該材料へ混合又は塗布することを特徴とする方法を提供し、かつ光、酸素及び／
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又は熱への暴露に対する有機材料を安定剤としての式（Ｉ）の化合物の用途を提供する。
【００４９】
　式（Ｉ）の化合物を添加することにより本発明の方法により安定化されるべきそのよう
な材料は、例えば油、脂肪、ワックス、写真材料、化粧品又は殺生物剤であることができ
る。特に興味があるのは、プラスチックス、ラバー、被覆材料又は接着剤中に存在してい
るようなポリマー性材料での用途である。安定化されるべき材料が、写真材料である場合
、その構造は、好適にはU.S. Patent US-5538840、25欄、60行～106欄35行に記載されて
おり、式（Ｉ）の新規な化合物は、US-5538840に記載されている式（Ｉ）の化合物又はそ
れから製造されたポリマーと類似に用いられ；US-5538840の引用された部分は、本記載に
組入れられていると考えられる。
【００５０】
　本発明により安定化されることができる好適な材料は、合成有機材料、プレポリマー、
及び写真材料である。該プレポリマーは、熱又はＵＶ放射、電子ビーム若しくはＸ－線の
ような放射の影響下に、並びに／又は架橋剤、カップラー若しくは触媒の影響下に高分子
量形態（ポリマー）へ変換することができるそれらのモノマー性又はオリゴマー性化合物
を意味する。
【００５１】
　本発明は、更に、光、酸素又は熱によるそれらの損傷に対して、合成有機材料若しくは
プレポリマー又は写真材料のための安定剤としての式（Ｉ）の化合物の用途を提供する。
式（Ｉ）の化合物は、特に光安定剤（ＵＶ吸収剤）として適切である。特別な興味は、プ
ラスチックス、ラバー、被覆材料又は接着剤中、特に被覆材料中に存在しているような合
成有機ポリマー又はプレポリマーでのそれらの用途である。この方法で安定化できるポリ
マーの例は以下のようである：
【００５２】
１．モノオレフィン及びジオレフィンのポリマー、例えばポリプロピレン、ポリイソブチ
レン、ポリブタ－１－エン、ポリ－４－メチルペンタ－１－エン、ポリイソプレン若しく
はポリブタジエン、及びシクロオレフィン、例えばシクロペンテン若しくはノルボルネン
のポリマー；ポリエチレン（これは、場合により架橋されていてもよい）、例えば高密度
ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、高密度及び高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＨＭＷ）、高
密度及び超高分子量ポリエチレン（ＨＤＰＥ－ＵＨＭＷ）、中密度ポリエチレン（ＭＤＰ
Ｅ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、（Ｖ
ＬＤＰＥ）、（ＵＬＤＰＥ）。
【００５３】
　ポリオレフィン、例えば前段で例示されているモノオレフィンのポリマー、特にポリエ
チレン及びポリプロピレンは、異なる、かつ特に以下の方法により製造することができる
。
【００５４】
ａ）ラジカル重合（通常、高圧かつ上昇した温度で）
ｂ）通常、周期律表のIVｂ、Ｖｂ、VIｂ又はVIII族の金属の１個以上を含む触媒を用いる
触媒重合。これらの金属は、通常１個以上の、π－若しくはσ－配位のどちらかであり得
る、典型的にはオキシド、ハロゲン化物、アルコラート、エステル、エーテル、アミン、
アルキル、アルケニル及び／又はアリールのような配位子の１個以上を有する。これらの
金属錯体は、遊離の形態であるか、又は基質、例えば活性化された塩化マグネシウム、塩
化チタン（III)、アルミナ若しくはシリコンオキシドに固定されていてもよい。これらの
触媒は、重合媒体中に溶解又は不溶解であることができる。この触媒は、重合でそのよう
に活性であることができるか、又は更なる活性化剤、典型的には、金属アルキル、金属ハ
ロゲン化物、金属アルキルハロゲン化物、金属アルキルオキシド、金属アルキルオキソラ
ンを用いることができ、この金属は、周期律表のＩａ、IIａ及び／又はIIIａ族の元素で
ある。この活性化剤は、例えば更なるエステル、エーテル、アミン又はシリルエーテル基
で改質することができる。これらの触媒系は、通常Phillips、Standard Oil Indiana、Zi
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egler (-Natta）、ＴＮＺ（DuPont）、メタロセン又は単座触媒（ＳＳＣ）と名づけられ
る。
【００５５】
２．１）．で述べたポリマーの混合物、例えばポリプロピレンとポリイソブチレンの混合
物、ポリプロピレンとポリエチレンの混合物（例えば、ＰＰ／ＨＤＰＥ、ＰＰ／ＬＤＰＥ
）及び異なる型のポリエチレンの混合物（例えば、ＬＤＰＥ／ＨＤＰＥ）。
【００５６】
３．モノオレフィンとジオレフィンの相互の又は他のビニルモノマーとのコポリマー、例
えば、エチレン／プロピレンコポリマー、線状低密度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）及び低
密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）とのその混合物、ポリプロピレン／ブタ－１－エンコポリ
マー、プロピレン／イソブチレンコポリマー、エチレン／ブタ－１－エンコポリマー、エ
チレン／ヘキセン－コポリマー、エチレン／メチルペンテンコポリマー、エチレン／ヘプ
テンコポリマー、エチレン／オクテンコポリマー、プロピレン／ブタジエンコポリマー、
イソブチレン／イソプレンコポリマー、エチレン／アルキルアクリラートコポリマー、エ
チレン／アルキルメタクリラートコポリマー、エチレン／ビニルアセタートコポリマー及
びカーボンモノオキシド、又はエチレン／アクリル酸コポリマーとのそれらのコポリマー
及びそれらの塩（イオノマー）、並びにプロピレン及びヘキサジエン、ジシクロペンタジ
エン又はエチリデン－ノルボルネン及びエチレンのターポリマー；並びにそのようなコポ
リマー相互及び１）で述べたポリマーとの混合物、例えばポリプレン／エチレン－プロピ
レンコポリマー、ＬＤＰＥ／エチレン－ビニルアセタートコポリマー（ＥＶＡ）、ＬＤＰ
Ｅ／エチレン－アクリル酸コポリマー（ＥＡＡ）、ＬＬＤＰＥ／ＥＶＡ、ＬＬＤＰＥ／Ｅ
ＡＡ及び交互又はランダムポリアルキレン／カーボンモノオキシドコポリマー及びそれら
の他のポリマー、例えばポリアミドとそれの混合物。
【００５７】
４．それの水素化改質物（例えば粘着付与樹脂）を含む炭化水素樹脂（例えばＣ5－Ｃ9)
及びポリアルキレンとデンプンの混合物。
【００５８】
５．ポリスチレン、ポリ（ｐ－メチルスチレン）、ポリ（α－メチルスチレン）。
【００５９】
６．スチレン又はα－メチルスチレンとジエン又はアクリル誘導体とのコポリマー、例え
ばスチレン／ブタジエン、スチレン／アクリロニトリル、スチレン／アルキルアクリラー
ト、スチレン／ブタジエン／アルキルメタクリラート、スチレン／ブタジエン／アルキル
メタクリラート、スチレン／マレイン酸無水物、スチレン／アクリロニトリル／メチルア
クリラート；スチレンコポリマーと他のポリマーの高衝撃混合物、例えばポリアクリラー
ト、ジエンポリマー又はエチレン／プロピレン／ジエンターポリマー、及びスチレン／ブ
タジエン／スチレン、スチレン／イソプレン／スチレン、スチレン／エチレン／スチレン
又はスチレン／エチレン／プロピレン／スチレンのようなスチレンのブロックコポリマー
。
【００６０】
７．スチレン又はα－メチルスチレンのグラフトコポリマー、例えばポリブタジエン上の
スチレン、ポリブタジエン－スチレン又はポリブタジエン－アクリロニトリルコポリマー
上のスチレン、ポリブタジエン上のスチレンとアクリロニトリル（又はメタクリロニトリ
ル；ポリブタジエン上のスチレン、アクリロニトリル及びメチルメタクリラート；ポリブ
タジエン上のスチレンとマレイン酸無水物；ポリブタジエン上のスチレン、アクリロニト
リルとマレイン酸無水物又はマレイミド；ポリブタジエン上のスチレンとアルキルアクリ
ラート又はアルキルメタクリラート；エチレン／プロピレン／ジエンターポリマー上のス
チレンとアクリロニトリル、ポリアルキルアクリラート又はポリアルキルメタクリラート
上のスチレンとアクリロニトリル；アクリラート－ブタジエンコポリマー上のスチレンと
アクリロニトリル；並びに６）．で述べたコポリマーとのこれらの混合物、例えばＡＢＳ
、ＭＢＳ、ＡＳＡ又はＡＥＳポリマーとして知られたコポリマー混合物。
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【００６１】
８．ハロゲン含有ポリマー、例えばポリクロロプレン、塩素化ゴム、イソブチレン－イソ
プレンの塩素化及び臭素化コポリマー（ハロブチルゴム）、塩素化又はスルホクロル化ポ
リエチレン、エチレンと塩素化エチレンのコポリマー、エピクロロヒドリンの、ホモ－及
びコポリマー、特にハロゲン含有ビニル化合物のポリマー、例えばポリビニルクロリド、
ポリビニリデンクロリド、ポリビニルフルオリド、ポリビニリデンフルオリド；並びにビ
ニルクロリド／ビニリデンクロリド、ビニルクロリド／ビニルアセタート又はビニリデン
クロリド／ビニル－アセタートのようなそのコポリマー。
【００６２】
９．α，β－不飽和酸から誘導されるポリマー並びにポリアクリラート及びポリメタアク
リラートのようなその誘導体、ポリメチルメタクリラート、ブチルアクリラート、ポリア
クリルアミド及びポリアクリロニトリルでの衝撃改質物。
【００６３】
１０．９）．で述べたモノマー相互又は他の不飽和モノマーとのコポリマー、例えばアク
リロニトリル／ブタジエンコポリマー、アクリロニトリル／アルキルアクリラートコポリ
マー、アクリロニトリル／アルコキシアルキルアクリラートコポリマー、アクリロニトリ
ル／ビニルハライドコポリマー又はアクリロニトリル／アルキルメタクリラート－ブタジ
エンターポリマー。
【００６４】
１１．不飽和アルコールとアミン若しくはそのアシル誘導体からのポリマー又はそのアセ
タール誘導体、例えばポリビニルアルコール、ポリビニルアセタート、ポリビニルベンゾ
アート、ポリビニルマレアート、ポリビニルブチラート、ポリアリルフタラート又はポリ
アリルマレアミン、並びに１）で述べたオレフィンとのコポリマー。
【００６５】
１２．ポリアルキレングリコール、ポリエチレンオキシド、ポリプロピレンオキシドのよ
うな環状エーテルのホモポリマー又はコポリマー、又はビスグリシジルエーテルとそのコ
ポリマー。
【００６６】
１３．ポリオキシメチレン及びエチレンオキシドのようなコモノマーを含む；それらのポ
リオキシメチレンのようなポリアセタール；熱可塑性ポリウレタン、アセタール又はＭＢ
Ｓで改質されたポリアセタール。
【００６７】
１４．ポリフェニレンオキシド及びスルフィド、並びにスチレンポリマー又はポリアミド
とポリフェニレンオキシドの混合物。
【００６８】
１５．一方においてヒドロキシル－末端ポリエーテル、ポリエステル及びポリブタジエン
及び他方において脂肪族又は芳香族ポリイソシアナート及びその前駆体から誘導されるポ
リウレタン。
【００６９】
１６．ジアミン及びジカルボン酸及び／又はアミノカルボン酸若しくは相当するラクタム
から誘導されるポリアミド、例えばポリアミド４、ポリアミド６、ポリアミド６／６、６
／１０、６／９、６／１２、４／６、１２／１２、ポリアミド１１及びポリアミド１２、
ｍ－キシレン、ジアミン及びアジピン酸から出発する芳香族ポリアミド；改質剤としてエ
ラストマーの存在下又は非存在下にヘキサメチレンジアミン及びイソフタール酸及び／又
はテレフタール酸から誘導されるポリアミド、例えばポリ－２，４，４－トリメチルヘキ
サメチレンテレフルアミド又はポリ－ｍ－フェニレン－イソフタルアミド。上述のポリア
ミドとポリオレフィン、オレフィンコポリマー、イオノマー又は化学的に結合若しくはグ
ラフトしたエラストマー；又はポリエーテル、例えばポリエチレングリコール、ポリプロ
ピレングリコール若しくはポリテトラメチレングリコールとのブロックコポリマー。また
、ＥＰＤＭ又はＡＢＳで改質されたポリアミド又はコポリアミド；及び加工時に縮合した
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ポリアミド（ＲＩＭポリアミド系）。
【００７０】
１７．ポリウレア、ポリイミド、ポリアミド－イミド、ポリエーテルイミド、ポリエステ
ルイミド、ポリヒダントイン及びポリベンズイミダゾール。
【００７１】
１８．ジカルボン酸及びジアルコール、並びに／又はヒドロキシカルボン酸又は相当する
ラクトンから誘導されるポリエステル、例えばポリエチレンテレフタラート、ポリブチレ
ンテレフタラート、ポリ－１，４－ジメチルシクロヘキサンテレフタラート、ポリヒドロ
キシベンゾアート、並びにヒドロキシル－末端ポリエーテルから誘導されたブロックポリ
エーテルエステル；及びポリカーボナート又はＭＢＳで改質されたポリエステル。
【００７２】
１９．ポリカーボナート及びポリエステルカーボナート。
【００７３】
２０．ポリスルホン、ポリエーテルスルホン及びポリエーテルケトン。
【００７４】
２１．一方においてアルデヒド及び他方においてウレア又はメラミンから誘導される架橋
ポリマー、例えばフェノール－ホルムアルデヒド樹脂、ウレア－ホルムアルデヒド樹脂及
びメラミン－ホルムアルデヒド樹脂。
【００７５】
２２．乾燥及び非乾燥アルキル樹脂。
【００７６】
２３．飽和及び不飽和ジカルボン酸と多価アルコール、及び架橋剤としてのビニル化合物
から誘導される不飽和ポリエステル樹脂、並びにハロゲン含有の低炎のそれらの改質物。
【００７７】
２４．置換アクリラート、例えばエポキシアクリラート、ウレタンアクリラート又はポリ
エステルアクリラートから誘導される架橋しうるアクリル樹脂。
【００７８】
２５．アルキド樹脂、ポリエステル樹脂、並びにメラミン樹脂、ウレア樹脂、イソシアナ
ート、イソシアヌル酸、ポリイソシアナート又はエポキシ樹脂で架橋したアルキラート樹
脂。
【００７９】
２６．脂肪族、脂環式、複素環式又は芳香族のグリシジル化合物から誘導された架橋エポ
キシ樹脂、例えばビスフェノールＡ、ビスフェノールＦのジグリシジルエーテルの生成物
、これは促進剤の存在下又は非存在下に無水物又はアミンのような通常の硬化剤により架
橋される。
【００８０】
２７．セルロース、天然ゴム、ゼラチンのような天然ポリマー及びポリマーと同様な方法
で化学的に改質されたそれの誘導体、例えば酢酸セルロース、プロピオン酸セルロース及
び酪酸セルロース、又はメチルセルロースのようなセルロースエーテル；並びにロシン及
びそれらの誘導体。
【００８１】
２８．上記のポリマーの混合物（ポリブレンド）、例えばＰＰ／ＥＰＤＭ、ポリアミド／
ＥＰＤＭ又はＡＢＳ、ＰＶＣ／ＥＶＡ、ＰＶＣ／ＡＢＳ、ＰＶＣ／ＭＢＳ、ＰＣ／ＡＢＳ
、ＰＢＴＢ／ＡＢＳ、ＰＣ／ＡＳＡ、ＰＣ／ＰＢＴ、ＰＶＣ／ＣＰＥ、ＰＶＣ／アクリラ
ート、ＰＯＭ／熱可塑性ＰＵ、ＰＣ／熱可塑性ＰＵ、ＰＯＭ／アクリラート、ＰＯＭ／Ｍ
ＢＳ、ＰＰＯ／ＨＩＰＳ、ＰＰＯ／ＰＡ６．６とコポリマー、ＰＡ／ＨＤＰＥ、ＰＡ／Ｐ
Ｐ、ＰＡ／ＰＰＯ、ＰＢＴ／ＰＣ／ＡＢＳ又はＰＢＴ／ＰＥＴ／ＰＣ。
【００８２】
　用いられるべき安定剤の量は、安定化されるべき有機材料及び及びその意図する用途に
依存する。一般に、本発明の組成物は、成分Ａ）の１００重量部当り、安定剤（成分Ｂ）
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０．０１～１５重量％、特に０．０５～１０重量％、特別に０．１～５重量％を含む。
【００８３】
　式（Ｉ）の安定剤に加えて、本発明の組成物は、抗酸化剤、別の光安定剤、金属不活性
化剤、ホスファイト及びホスフォナイトのような他の安定剤又は他の添加剤を含むことら
できる。それらの例は、以下の安定剤である：
【００８４】
　１．酸化防止剤
　１．１　アルキル化モノフェノール類、例えば２，６－ジ－tert－ブチル－４－メチル
フェノール、２－tert－ブチル－４，６－ジ－メチルフェノール、２，６－ジ－tert－ブ
チル－４－エチルフェノール、２，６－ジ－tert－ブチル－４－ｎ－ブチルフェノール、
２，６－ジ－tert－ブチル－４－イソブチルフェノール、２，６－ジシクロペンチル－４
－メチルフェノール、２－（α－メチルシクロヘキシル）－４，６－ジメチルフェノール
、２，６－ジオクタデシル－４－メチルフェノール、２，４，６－トリシクロヘキシルフ
ェノール、２，６－ジ－tert－ブチル－４－メトキシメチルフェノール、ノニルフェノー
ル（側鎖において、直鎖又は分岐鎖である）、例えば、２，６－ジ－ノニル－４－メチル
フェノール、２，４－ジメチル－６－（１′－メチルウンデカ－１′－イル）フェノール
、２，４－ジ－メチル－６－（１′－メチルヘプタデカ－１′－イル）フェノール、２，
４－ジメチル－６－（１′－メチルトリデカ－１′－イル）フェノール及びその混合物。
【００８５】
　１．２　アルキルチオメチルフェノール類、例えば２，４－ジオクチルチオメチル－６
－tert－ブチルフェノール、２，４－ジオクチルチオメチル－６－メチルフェノール、２
，４－ジオクチルチオメチル－６－エチルフェノール、２，６－ジ－ドデシルチオメチル
－４－ノニルフェノール。
【００８６】
　１．３　ヒドロキノン類及びアルキル化ヒドロキノン類、例えば２，６－ジ－tert－ブ
チル－４－メトキシフェノール、２，５－ジ－tert－ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－
tert－アミルヒドロキノン、２，６－ジフェニル－４－オクタデシルオキシフェノール、
２，６－ジ－tert－ブチルヒドロキノン、２，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシア
ニソール、３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシアニソール、３，５－ジ－tert－
ブチル－４－ヒドロキシフェニルステアラート、ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－
ヒドロキシフェニル）アジパート。
【００８７】
　１．４　トコフェロール類、例えばα－トコフェロール、β－トコフェロール、γ－ト
コフェロール、δ－トコフェロール及びその混合物（ビタミンＥ）。
【００８８】
　１．５　ヒドロキシル化チオジフェニルエーテル類、例えば２，２′－チオビス（６－
tert－ブチル－４－メチルフェノール）、２，２′－チオビス（４－オクチルフェノール
）、４，４′－チオビス（６－tert－ブチル－３－メチルフェノール）、４，４′－チオ
ビス（６－tert－ブチル－２－メチルフェノール）、４，４′－チオビス（３，６－ジ－
sec－アミルフェノール）、４，４′－ビス（２，６－ジメチル－４－ヒドロキシフェニ
ル）ジスルフィド。
【００８９】
　１．６　アルキリデンビスフェノール類、例えば２，２′－メチレンビス（６－tert－
ブチル－４－メチルフェノール）、２，２′－メチレンビス（６－tert－ブチル－４－エ
チルフェノール）、２，２′－メチレンビス〔４－メチル－６－（α－メチルシクロヘキ
シル）－フェノール〕、２，２′－メチレンビス（４－メチル－６－シクロヘキシルフェ
ノール）、２，２′－メチレンビス（６－ノニル－４－メチルフェノール）、２，２′－
メチレンビス（４，６－ジ－tert－ブチルフェノール）、２，２′－エチリデンビス（４
，６－ジ－tert－ブチルフェノール）、２，２′－エチリデンビス（６－tert－ブチル－
４－イソブチルフェノール）、２，２′－メチレンビス〔６－（α－メチルベンジル）－
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４－ノニルフェノール〕、２，２′－メチレンビス〔６－（α，α－ジメチルベンジル）
－４－ノニルフェノール〕、４，４′－メチレンビス（２，６－ジ－tert－ブチルフェニ
ル）、４，４′－メチレンビス（６－tert－ブチル－２－メチルフェノール）、１，１－
ビス（５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン、２，６－ビス
（３－tert－ブチル－５－メチル－２－ヒドロキシベンジル）－４－メチルフェノール、
１，１，３－トリス（５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）ブタン
、１，１－ビス（５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチル－フェニル）－３－ｎ
－ドデシルメルカプトブタン、エチレングリコールビス〔３，３－ビス（３′－tert－ブ
チル－４′－ヒドロキシフェニル）ブチラート〕、ビス（３－tert－ブチル－４－ヒドロ
キシ－５－メチル－フェニル）ジシクロペンタジエン、ビス〔２－（３′－tert－ブチル
－２′－ヒドロキシ－５′－メチルベンジル）－６－tert－ブチル－４－メチルフェニル
〕テレフタラート、１，１－ビス（３，５－ジメチル－２－ヒドロキシフェニル）ブタン
、２，２－ビス－（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロパン、２
，２－ビス－（５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－２－メチルフェニル）－４－ｎ－ド
デシルメルカプトブタン、１，１，５，５－テトラ－（５－tert－ブチル－４－ヒドロキ
シ－２－メチルフェニル）ペンタン。
【００９０】
　１．７　Ｏ－、Ｎ－及びＳ－ベンジル化合物類、例えば３，５，３′，５′－テトラ－
tert－ブチル－４，４′－ジヒドロキシジベンジルエーテル、オクタデシル－４－ヒドロ
キシ－３，５－ジメチルベンジルメルカプトアセタート、トリデシル－４－ヒドロキシ－
３，５－ジ－tert－ブチルベンジルメルカプトアセタート、トリス（３，５－ジ－tert－
ブチル－４－ヒドロキシベンジル）アミン、ビス（４－tert－ブチル－３－ヒドロキシ－
２，６－ジメチルベンジル）ジチオテレフタラート、ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－
４－ヒドロキシベンジル）スルフィド、イソオクチル－３，５－ジ－tert－ブチル－４－
ヒドロキシベンジルメルカプトアセタート。
【００９１】
　１．８　ヒドロキシベンジル化マロナート類、例えばジオクタデシル－２，２－ビス－
（３，５－ジ－tert－ブチル－２－ヒドロキシベンジル）－マロナート、ジ－オクタデシ
ル－２－（３－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－５－メチルベンジル）－マロナート、ジ
－ドデシルメルカプトエチル－２，２－ビス－（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロ
キシベンジル）マロナート、ビス〔４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニ
ル〕－２，２－ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロナート
。
【００９２】
　１．９　芳香族ヒドロキシベンジル化合物類、例えば１，３，５－トリス－（３，５－
ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，４，６－トリメチルベンゼン、１，
４－ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）－２，３，５，６－テ
トラメチルベンゼン、２，４，６－トリス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシ
ベンジル）フェノール。
【００９３】
　１．１０　トリアジン化合物類、例えば２，４－ビス（オクチルメルカプト）－６－（
３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシアニリノ）－１，３，５－トリアジン、２－
オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシアニリ
ノ）－１，３，５－トリアジン、２－オクチルメルカプト－４，６－ビス（３，５－ジ－
tert－ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，３，５－トリアジン、２，４，６－ト
リス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェノキシ）－１，２，３－トリアジ
ン、１，３，５－トリス－（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）イソ
シアヌラート、１，３，５－トリス（４－tert－ブチル－３－ヒドロキシ－２，６－ジメ
チルベンジル）イソシアヌラート、２，４，６－トリス（３，５－ジ－tert－ブチル－４
－ヒドロキシフェニルエチル）－１，３，５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５
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－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）－ヘキサヒドロ－１，３，
５－トリアジン、１，３，５－トリス（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒドロキシベン
ジル）イソシアヌラート。
【００９４】
　１．１１　ベンジルホスホナート類、例えばジメチル－２，５－ジ－tert－ブチル－４
－ヒドロキシベンジルホスホナート、ジエチル－３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロ
キシベンジルホスホナート、ジオクタデシル－３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキ
シベンジルホスホナート、ジオクタデシル－５－tert－ブチル－４－ヒドロキシ－３－メ
チルベンジルホスホナート、３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジルホスホ
ン酸のモノエチルエステルのカルシウム塩。
【００９５】
　１．１２　アシルアミノフェノール類、例えば４－ヒドロキシルアウラニリド、４－ヒ
ドロキシステアラニリド、オクチルＮ－（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフ
ェニル）カルバマート。
【００９６】
　１．１３　モノ－又は多価アルコール、例えばメタノール、エタノール、ｎ－オクタノ
ール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナ
ンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール
、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタ
エリスリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌラート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒド
ロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリ
メチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスホ
－２，６，７－トリオキサビシクロ〔２．２．２〕オクタンとの、β－（３，５－ジ－te
rt－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸のエステル類。
【００９７】
　１．１４　モノ－又は多価アルコール、例えばメタノール、エタノール、ｎ－オクタノ
ール、ｉ－オクタノール、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナ
ンジオール、エチレングリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール
、チオジエチレングリコール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタ
エリスリトール、トリス（ヒドロキシエチル）イソシアヌラート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒド
ロキシエチル）オキサミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリ
メチルヘキサンジオール、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスホ
－２，６，７－トリオキサビシクロ〔２．２．２〕オクタンとの、β－（５－tert－ブチ
ル－４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）プロピオン酸のエステル類。
【００９８】
　１．１５　モノ－又は多価アルコール類、例えばメタノール、エタノール、オクタノー
ル、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレン
グリコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリ
コール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリスリトール、トリ
ス（ヒドロキシエチル）イソシアヌラート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）オキサ
ミド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオー
ル、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスホ－２，６，７－トリオ
キサビシクロ〔２．２．２〕オクタンとの、β－（３，５－ジシクロヘキシル－４－ヒド
ロキシフェニル）プロピオン酸のエステル類。
【００９９】
　１．１６　モノ－又は多価アルコール、例えばメタノール、エタノール、オクタノール
、オクタデカノール、１，６－ヘキサンジオール、１，９－ノナンジオール、エチレング
リコール、１，２－プロパンジオール、ネオペンチルグリコール、チオジエチレングリコ
ール、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ペンタエリスリトール、トリス
（ヒドロキシエチル）イソシアヌラート、Ｎ，Ｎ′－ビス（ヒドロキシエチル）オキサミ
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ド、３－チアウンデカノール、３－チアペンタデカノール、トリメチルヘキサンジオール
、トリメチロールプロパン、４－ヒドロキシメチル－１－ホスホ－２，６，７－トリオキ
サビシクロ〔２．２．２〕オクタンとの、３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフ
ェニル酢酸のエステル類。
【０１００】
　１．１７　β－（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニル）プロピオン酸
のアミド類、例えばＮ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニ
ルプロピオニル）ヘキサメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ′－ビス（３，５－ジ－tert－ブチル
－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）トリメチレンジアミド、Ｎ，Ｎ′－ビス（３，
５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）－ヒドラジド、Ｎ，Ｎ′
－ビス〔２－（３－〔３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニル〕プロピオニ
ルオキシ）エチル〕オキサミド（Uniroyalから供給されるNaugard（商標）ＸＬ－１）。
【０１０１】
　１．１８　アスコルビン酸（ビタミンＣ）
　１．１９　アミン性抗酸化剤類、例えばＮ，Ｎ′－ジ－イソプロピル－ｐ－フェニレン
ジアミン、Ｎ，Ｎ′－ジ－sec－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（１
，４－ジメチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（１－エチル－３
－メチルペンチル）－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（１－メチルヘプチル）
－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ジシクロヘキシル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ
，Ｎ′－ジフェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ，Ｎ′－ビス（２－ナフチル）－ｐ－
フェニレンジアミン、Ｎ－イソプロピル－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ
－（１，３－ジメチルブチル）－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－（１－
メチルヘプチル）－Ｎ′－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、Ｎ－シクロヘキシル－Ｎ
′－フェニル－ｐ－フェニレンジアミン、４－（ｐ－トルエンスルファモイル）ジフェニ
ルアミン、Ｎ，Ｎ′－ジメチル－Ｎ，Ｎ′－ジ－sec－ブチル－ｐ－フェニレンジアミン
、ジフェニルアミン、Ｎ－アリルジフェニルアミン、４－イソプロポキシ－ジフェニルア
ミン、Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、Ｎ－（４－tert－オクチルフェニル）－１－
ナフチルアミン、Ｎ－フェニル－２－ナフチルアミン、オクチル化ジフェニルアミン、例
えばｐ，ｐ′－ジ－tert－オクチルジフェニルアミン、４－ｎ－ブチルアミノフェノール
、４－ブチリルアミノフェノール、４－ノナノイルアミノフェノール、４－ドデカノイル
アミノフェノール、４－オクタデカノイルアミノフェノール、ビス（４－メトキシフェニ
ル）アミン、２，６－ジ－tert－ブチル－４－ジメチルアミノメチルフェノール、２，４
′－ジアミノジフェニルメタン、４，４′－ジアミノジフェニルメタン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，
Ｎ′－テトラメチル－４，４′－ジアミノジフェニルメタン、１，２－ビス〔（２－メチ
ルフェニル）アミノ〕エタン、１，２－ビス（フェニルアミノ）プロパン、（ｏ－トリル
）ビグアニド、ビス〔４－（１′，３′－ジメチルブチル）フェニル〕アミン、tert－オ
クチル化Ｎ－フェニル－１－ナフチルアミン、モノ－及びジアルキル化tert－ブチル／te
rt－オクチルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキル化ノニルジフェニルアミ
ンの混合物、モノ－及びジアルキル化ドデシルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジ
アルキル化イソプロピル／イソヘキシルジフェニルアミンの混合物、モノ－及びジアルキ
ル化tert－ブチルジフェニルアミンの混合物、２，３－ジヒドロ－３，３－ジメチル－４
Ｈ－１，４－ベンゾチアジン、フェノチアジン、モノ－及びジアルキル化tert－ブチル／
tert－オクチルフェノチアジンの混合物、モノ－及びジアルキル化tert－オクチル－フェ
ノチアジンの混合物、Ｎ－アリールフェノチアジン、Ｎ，Ｎ，Ｎ′，Ｎ′－テトラフェニ
ル－１，４－ジアミノブタ－２－エン、Ｎ，Ｎ－ビス－（２，２，６，６－テトラメチル
－ピペリジン－４－イル）－ヘキサメチレンジアミン、ビス（２，２，６，６－テトラメ
チルピペリジン－４－イル）－セバカート、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－
４－オン、２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－オール。
【０１０２】
　２．ＵＶ吸収剤及び光安定剤
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　２．１　２－（２′－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール類、例えば２－（２′
－ヒドロキシ－５′－メチルフェニル）－ベンゾトリアゾール、２－（３′，５′－ジ－
tert－ブチル－２′－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（５′－tert－ブ
チル－２′－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２′－ヒドロキシ－５′
－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３′
，５′－ジ－tert－ブチル－２′－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾ
ール、２－（３′－tert－ブチル－２′－ヒドロキシ－５′－メチルフェニル）－５－ク
ロロ－ベンゾトリアゾール、２－（３′－sec－ブチル－５′－tert－ブチル－２′－ヒ
ドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（２′－ヒドロキシ－４′－オクチルオキ
シフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３′，５′－ジ－tert－アミル－２′－ヒドロ
キシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３′，５′－ビス－（α，α－ジメチルベン
ジル）－２′－ヒドロキシフェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３′－tert－ブチル－
２′－ヒドロキシ－５′－（２－オクチルオキシカルボニルエチル）フェニル）－５－ク
ロロ－ベンゾトリアゾール、２－（３′－tert－ブチル－５′－〔２－（２－エチルヘキ
シルオキシ）－カルボニルエチル〕－２′－ヒドロキシフェニル）－５－クロロ－ベンゾ
トリアゾール、２－（３′－tert－ブチル－２′－ヒドロキシ－５′－（２－メトキシカ
ルボニルエチル）フェニル）－５－クロロ－ベンゾトリアゾール、２－（３′－tert－ブ
チル－２′－ヒドロキシ－５′－（２－メトキシカルボニルエチル）フェニル）ベンゾト
リアゾール、２－（３′－tert－ブチル－２′－ヒドロキシ－５′－（２－オクチルオキ
シ－カルボニルエチル）フェニル）ベンゾトリアゾール、２－（３′－tert－ブチル－５
′－〔２－（２－エチルヘキシルオキシ）カルボニルエチル〕－２′－ヒドロキシフェニ
ル）ベンゾトリアゾール、２－（３′－ドデシル－２′－ヒドロキシ－５′－メチルフェ
ニル）ベンゾトリアゾール、２－（３′－tert－ブチル－２′－ヒドロキシ－５′－（２
－イソオクチルオキシカルボニルエチル）フェニルベンゾトリアゾール、２，２′－メチ
レン－ビス－〔４－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－６－ベンゾトリアゾール
－２－イルフェノール〕；ポリエチレングリコール３００を用いた２－〔３′－tert－ブ
チル－５′－（２－メトキシカルボニルエチル）－２′－ヒドロキシフェニル〕－２Ｈ－
ベンゾトリアゾールのエステル交換生成物；〔Ｒ－ＣＨ2ＣＨ2－ＣＯＯ－ＣＨ2ＣＨ2－〕

2－（ここで、Ｒ＝３′－tert－ブチル－４′－ヒドロキシ－５′－２Ｈ－ベンゾトリア
ゾール－２－イルフェニル）、２－〔２′－ヒドロキシ－３′－（α，α－ジメチルベン
ジル）－５′－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－フェニル〕ベンゾトリアゾー
ル；２－〔２′－ヒドロキシ－３′－（１，１，３，３－テトラメチルブチル）－５′－
（α，α－ジメチルベンジル）－フェニル〕ベンゾトリアゾール。
【０１０３】
　２．２　２－ヒドロキシベンゾフェノン類、例えば４－ヒドロキシ、４－メトキシ、４
－オクチルオキシ、４－デシルオキシ、４－ドデシルオキシ、４－ベンジルオキシ、４，
２′，４′－トリヒドロキシ及び２′－ヒドロキシ－４，４′－ジメトキシ誘導体。
【０１０４】
　２．３　置換及び非置換安息香酸のエステル類、例えば４－tert－ブチル－フェニルサ
リシラート、フェニルサリシラート、オクチルフェニルサリシラート、ジベンゾイルレゾ
ルシノール、ビス（４－tert－ブチルベンゾイル）レゾルシノール、ベンゾイルレゾルシ
ノール、２，４－ジ－tert－ブチルフェニル３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシ
ベンゾアート、ヘキサデシル３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンゾアート、
オクタデシル３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンゾアート、２－メチル－４
，６－ジ－tert－ブチルフェニル３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシベンゾアー
ト。
【０１０５】
　２．４　アクリラート類、例えばエチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリラート
、イソオクチルα－シアノ－β，β－ジフェニルアクリラート、メチルα－カルボメトキ
シシンナマート、メチルα－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシ－シンナマート、ブチル
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α－シアノ－β－メチル－ｐ－メトキシ－シンナマート、メチルα－カルボメトキシ－ｐ
－メトキシシンナマート及びＮ－（β－カルボメトキシ－β－シアノビニル）－２－メチ
ルインドリン。
【０１０６】
　２．５　ニッケル化合物類、例えばｎ－ブチルアミン、トリエタノールアミン若しくは
Ｎ－シクロヘキシルジエタノールアミンのような付加的なリガンドを有するか又は有しな
い、１：１又は１：２錯体のような２，２′－チオ－ビス－〔４－（１，１，３，３－テ
トラメチルブチル）フェノール〕のニッケル錯体、ニッケルジブチルジチオカルバマート
、モノアルキルエステル、例えば４－ヒドロキシ－３，５－ジ－tert－ブチルベンジルホ
スホニル酸のメチル又はエチルエステルのニッケル塩、ケトキシム、例えば２－ヒドロキ
シ－４－メチルフェニルウンデシルケトキシムのニッケル錯体、付加的なリガンドを有す
るか又は有しない１－フェニル－４－ラウロイル－５－ヒドロキシピラゾールのニッケル
錯体。
【０１０７】
　２．６　立体障害アミン類、例えばビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリ
ジル）セバカート、ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）スクシナー
ト、ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）セバカート、ビス（１
－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）セバカート、ビス
（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ｎ－ブチル－３，５－ジ－tert
－ブチル－４－ヒドロキシベンジルマロナート、１－（２－ヒドロキシエチル）－２，２
，６，６－テトラメチル－４－ヒドロキシピペリジンとスクシン酸の縮合物、Ｎ，Ｎ′－
ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－
tert－オクチルアミノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの線状又は環状の縮
合物、トリス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ニトリロトリアセター
ト、テトラキス－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－１，２，３，４
－ブタン－テトラカルボキシラート、１，１′－（１，２－エタンジイル）－ビス－（３
，３，５，５－テトラメチルピペラジノン）、４－ベンゾイル－２，２，６，６－テトラ
メチルピペリジン、４－ステアリルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン、
ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジル）－２－ｎ－ブチル－２－（２－ヒ
ドロキシ－３，５－ジ－tert－ブチルベンジル）マロナート、３－ｎ－オクチル－７，７
，９，９－テトラメチル－１，３，８－トリアザスピロ〔４．５〕デカン－２，４－ジオ
ン、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）セバカート
、ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジル）スクシナート
、Ｎ，Ｎ－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジア
ミンと４－モルホリノ－２，６－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの線状又は環状の縮
合物、２－クロロ－４，６－ビス（４－ｎ－ブチルアミノ－２，２，６，６－テトラメチ
ルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス（３－アミノプロピルアミノ）
エタンの縮合物、２－クロロ－４，６－ジ－（４－ｎ－ブチルアミノ－１，２，２，６，
６－ペンタメチルピペリジル）－１，３，５－トリアジンと１，２－ビス－（３－アミノ
プロピルアミノ）エタンの縮合物、８－アセチル－３－ドデシル－７，７，９，９－テト
ラメチル－１，３，８－トリアザスピロ〔４．５〕デカン－２，４－ジオン、３－ドデシ
ル－１－（２，２，６，６，－テトラメチル－４－ピペリジル）ピロリジン－２，５－ジ
オン、３－ドデシル－１－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）ピロ
リジン－２，５－ジオン、４－ヘキサデシルオキシ－及び４－ステアリルオキシ－２，２
，６，６－テトラメチルピペリジンの混合物、Ｎ，Ｎ′－ビス（２，２，６，６－テトラ
メチル－４－ピペリジル）ヘキサメチレンジアミンと４－シクロヘキシルアミノ－２，６
－ジクロロ－１，３，５－トリアジンの縮合生成物、１，２－ビス（３－アミノプロピル
アミノ）エタン、２，４，６－トリクロロ－１，３，５－トリアジン及び４－ブチルアミ
ノ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジンの縮合生成物（CAS Reg. No.〔１３６５０
４－９６－６〕）；Ｎ－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）－ｎ－ドデ
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シルスクシンイミド、Ｎ－（１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ピペリジル）－ｎ
－ドデシルスクシンイミド、２－ウンデシル－７，７，９，９－テトラメチル－１－オキ
サ－３，８－ジアザ－４－オキソ－スピロ〔４，５〕デカン、７，７，９，９－テトラメ
チル－２－シクロウンデシル－１－オキサ－３，８－ジアザ－４－オキソスピロ〔４，５
〕デカンとエピクロロヒドリンの反応生成物、１，１－ビス（１，２，２，６，６－ペン
タメチル－４－ピペリジルオキシカルボニル）－２－（４－メトキシフェニル）エテン、
Ｎ，Ｎ′－ビス－ホルミル－Ｎ，Ｎ′－ビス（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペ
リジル）ヘキサメチレンジアミン、１，２，２，６，６－ペンタメチル－４－ヒドロキシ
ピペリジンと４－メトキシ－メチレン－マロン酸のジエステル、ポリ〔メチルプロピル－
３－オキシ－４－（２，２，６，６－テトラメチル－４－ピペリジル）〕シロキサン、２
，２，６，６－テトラメチル－４－アミノピペリジン又は１，２，２，６，６－ペンタメ
チル－４－アミノピペリジンとマレイン酸無水物－α－オレフィン－コポリマーの反応生
成物。
【０１０８】
　２．７　オキサミド類、例えば４，４′－ジオクチルオキシオキサニリド、２，２′－
ジエトキシオキサニリド、２，２′－ジオクチルオキシ－５，５′－ジ－tert－ブトキサ
ニリド、２，２′－ジドデシルオキシ－５，５′－ジ－tert－ブトキサニリド、２－エト
キシ－２′－エチルオキサニリド、Ｎ，Ｎ′－ビス（３－ジメチルアミノプロピル）オキ
サミド、２－エトキシ－５－tert－ブチル－２′－エトキサニリド、及び２－エトキシ－
２′－エチル－５，４′－ジ－tert－ブトキサニリドとのその混合物、ｏ－及びｐ－メト
キシ－ジ置換オキサニリドの混合物並びにｏ－及びｐ－エトキシ－ジ置換オキサニリドの
混合物。
【０１０９】
　２．８　２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン類、例えば、２，
４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－１，３，５－トリア
ジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－
ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２，４－ジヒドロキシフェニル）
－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２，４－ビス
（２－ヒドロキシ－４－プロピルオキシフェニル）－６－（２，４－ジメチルフェニル）
－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－オクチルオキシフェニル）－４
，６－ビス－（４－メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ
－４－ドデシルオキシフェニル）－４，６－ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３
，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－トリデシルオキシフェニル）－４，６－
ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－
４－（２－ヒドロキシ－３－ブチルオキシ－プロポキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２
，４－ジメチル）－１，３，５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロ
キシ－３－オクチルオキシ－プロピルオキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメ
チル）－１，３，５－トリアジン、２－〔４－（ドデシルオキシ／トリデシルオキシ－２
－ヒドロキシプロポキシ）－２－ヒドロキシ－フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジ－
メチルフェニル）－１，３，５－トリアジン、２－〔２－ヒドロキシ－４－（２－ヒドロ
キシ－３－ドデシルオキシ－プロポキシ）フェニル〕－４，６－ビス（２，４－ジメチル
フェニル）－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－ヘキシルオキシ）フ
ェニル－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシ－４－メ
トキシフェニル）－４，６－ジフェニル－１，３，５－トリアジン、２，４，６－トリス
〔２－ヒドロキシ－４－（３－ブトキシ－２－ヒドロキシ－プロポキシ）フェニル〕－１
，３，５－トリアジン、２－（２－ヒドロキシフェニル）－４－（４－メトキシフェニル
）－６－フェニル－１，３，５－トリアジン、２－｛２－ヒドロキシ－４－〔３－（２－
エチルヘキシル－１－オキシ）－２－ヒドロキシプロピルオキシ〕フェニル｝－４，６－
ビス（２，４－ジメチルフェニル）－１，３，５－トリアジン。
【０１１０】
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　３．金属不活性化剤、例えばＮ，Ｎ′－ジフェニルオキサミド、Ｎ－サリシラル－Ｎ′
－サリシロルヒドラジン、Ｎ，Ｎ′－ビス（サリシロイル）ヒドラジン、Ｎ，Ｎ′－ビス
（３，５－ジ－tert－ブチル－４－ヒドロキシフェニルプロピオニル）ヒドラジン、３－
サリシロイルアミノ－１，２，４－トリアゾール、ビス（ベンジリデン）オキサリルジヒ
ドラジン、オキサニリド、イソフタロイルジヒドラジド、セバコイルビスフェニルヒドラ
ジド、Ｎ，Ｎ′－ジアセチルアジポイルジヒドラジド、Ｎ，Ｎ′－ビス（サリシロイル）
オキサリルジヒドラジドＮ，Ｎ′－ビス（サリシロイル）チオプロピオニルジヒドラジド
。
【０１１１】
　４．ホスファイト類及びホスホナイト類、例えばトリフェニルホスファイト、ジフェニ
ルアルキルホスファイト、フェニルジアルキルホスファイト、トリス（ノニルフェニル）
ホスファイト、トリラウリルホスファイト、トリオクタデシルホスファイト、ジステアリ
ルペンタエリスリトールジホスファイト、トリス（２，４－ジ－tert－ブチルフェニル）
ホスファイト、ジイソデシルペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，４－ジ－
tert－ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，６－ジ－tert
－ブチル－４－メチルフェニル）－ペンタエリスリトールジホスファイト、ジイソデシル
オキシペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，４－ジ－tert－ブチル－６－メ
チルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、ビス（２，４，６－トリス（tert
－ブチルフェニル）ペンタエリスリトールジホスファイト、トリステアリルソルビトール
トリホスファイト、テトラキス（２，４－ジ－tert－ブチルフェニル）４，４′－ビフェ
ニレンジホスホナイト、６－イソオクチルオキシ－２，４，８，１０－テトラ－tert－ブ
チル－１２Ｈ－ジ－ベンズ〔ｄ，ｇ〕－１，３，２－ジオキサホスホシン、６－フルオロ
－２，４，８，１０－テトラ－tert－ブチル－１２－メチル－ジベンズ〔ｄ，ｇ〕－１，
３，２－ジオキサホスホシン、ビス（２，４－ジ－tert－ブチル－６－メチルフェニル）
メチルホスファイト、ビス（２，４－ジ－tert－ブチル－６－メチルフェニル）エチルホ
スファイト、２，２′，２″－ニトリロ〔トリエチルトリス（３，３′，５，５′－テト
ラ－tert－ブチル－１，１′－ビフェニル－２，２′－ジイル）ホスファイト〕、２－エ
チルヘキシル（３，３′，５，５′－テトラ－tert－ブチル－１，１′－ビフェニル－２
，２′－ジイル）ホスファイト。
【０１１２】
　特に好適なものは、以下のホスファイト類である。
　トリス（２，４－ジ－tert－ブチルフェニル）ホスファイト（Ciba-Geigy Irgafos 168
（商標))、トリス（ノニルフェニル）ホスファイト。
【０１１３】
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【化６】

【０１１４】
　５．ヒドロキシアミン類、例えば、Ｎ，Ｎ－ジベンジルヒドロキシアミン、Ｎ，Ｎ－ジ
エチルヒドロキシアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクチルヒドロキシアミン、Ｎ，Ｎ－ジラウリルヒ
ドロキシアミン、Ｎ，Ｎ－ジテトラデシルヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジヘキサデシル
ヒドロキシルアミン、Ｎ，Ｎ－ジオクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘキサデシル－
Ｎ－オクタデシルヒドロキシルアミン、Ｎ－ヘプタデシル－Ｎ－オクタデシルヒドロキシ
ルアミン、水素化タロウアミンから誘導されたＮ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシルアミン。
【０１１５】



(27) JP 5497077 B2 2014.5.21

10

20

30

40

50

　６．ニトロン類、例えば、Ｎ－ベンジル－アルファ－フェニル－ニトロン、Ｎ－エチル
－アルファ－メチル－ニトロン、Ｎ－オクチル－アルファ－ヘプチル－ニトロン、Ｎ－ラ
ウリル－アルファ－ウンデシル－ニトロン、Ｎ－テトラデシル－アルファ－トリデシル－
ニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－アルファ－ペンタデシル－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－
アルファ－ヘプタデシル－ニトロン、Ｎ－ヘキサデシル－アルファ－ヘプタデシル－ニト
ロン、Ｎ－オクタデシル－アルファ－ペンタデシル－ニトロン、Ｎ－ヘプタデシル－アル
ファ－ヘプタデシル－ニトロン、Ｎ－オクタデシル－アルファ－ヘキサデシル－ニトロン
、Ｎ，Ｎ－ジアルキルヒドロキシアミンから誘導されたタロウアミンから誘導されたニト
ロン。
【０１１６】
　７．チオ相乗剤類、例えば、ジラウリルチオジプロピオナート又はジステアリルチオジ
プロピオナート。
【０１１７】
　８．ペルオキシ捕捉剤類、例えばβ－チオジプロピオン酸のエステル、例えばラウリル
、ステアリル、ミリスチル又はトリデシルエステル、メルカプトベンズイミダゾール又は
２－メルカプトベンズイミダゾールの亜鉛塩、亜鉛ジブチルジチオカルバマート、ジオク
タデシルジスルフィド、ペンタエリスリトールテトラキス（β－ドデシルメルカプト）プ
ロピオナート。
【０１１８】
　９．ポリアミド安定剤類、例えば、ヨウ化物及び／又はリン化合物と組み合わせた銅塩
、並びに２価のマンガン塩。
【０１１９】
　１０．塩基性共－安定剤類、例えば、メラミン、ポリビニルピロリドン、ジシアンジア
ミド、トリアリルシアヌラート、ウレア誘導体、ヒドラジン誘導体、アミン、ポリアミド
、ポリウレタン、高級脂肪酸のアルカリ金属塩及びアルカリ土類金属塩、例えばステアリ
ン酸カルシウム、ステアリン酸亜鉛、ベヘノール酸マグネシウム、ステアリン酸マグネシ
ウム、リシノール酸ナトリウム及びパルミチン酸カリウム、アンチモンピロカテコラート
又は亜鉛ピロカテコラート。
【０１２０】
　１１．造核剤類、例えば、タルクのような無機物質、チタニウムジオキシド又はマグネ
シウムオキシドのような金属オキシド、好適にはアルカリ土類金属のリン酸塩、カルボネ
ート又は硫酸塩；モノ－又はポリカルボン酸のような有機化合物及びその塩、例えば４－
tert－ブチル安息香酸、アジピン酸、ジフェニル酢酸、コハク酸ナトリウム又は安息香酸
ナトリウム；イオン性コポリマー（イオノマー）のようなポリマー性化合物。
【０１２１】
　１２．充填剤及び強化剤類、例えば、炭酸カルシウム、シリケイト、ガラス繊維、ガラ
ス玉、アスベスト、タルク、カオリン、マイカ、硫酸バリウム、金属オキシド及び水酸化
物、カーボンブラック、グラファイト、木材粉及び他の天然生成物若しくは合成繊維の繊
維又は粉。
【０１２２】
　１３．他の添加剤、例えば、可塑剤、潤滑剤、乳化剤、顔料、流動化添加剤、触媒、流
動調節剤、光増白剤、難燃剤、静電防止剤及び発泡剤。
【０１２３】
　１４．ベンゾフラン及びインドリン類、例えば、U.S.4,325,863；U.S.4,338,244；U.S.
5,175,312；U.S.5,216,052；U.S.5,252,643；DE-A-4316611；DE-A-4316622；DE-A-431687
6；EP-A-0589839又はEP-A-0591102に開示されているそれら、又は３－〔４－（２－アセ
トキシエトキシ）－フェニル〕－５，７－ジ－tert－ブチル－ベンゾフラン－２－オン、
５，７－ジ－tert－ブチル－３－〔４－（２－ステアロイルオキシエトキシ）フェニル〕
ベンゾフラン－２－オン、３，３′－ビス〔５，７－ジ－tert－ブチル－３－（４－〔２
－ヒドロキシエトキシ〕フェニル）ベンゾフラン－２－オン〕、５，７－ジ－tert－ブチ
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ル－３－（４－エトキシフェニル）ベンゾフラン－２－オン、３－（４－アセトキシ－３
，５－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－tert－ブチル－ベンゾフラン－２－オン、３－
（３，５－ジメチル－４－ピバロイルオキシフェニル）－５，７－ジ－tert－ブチル－ベ
ンゾフラン－２－オン、３－（３，４－ジメチルフェニル）－５，７－ジ－tert－ブチル
－ベンゾフラン－２－オン、３－（２，３－ジ－メチルフェニル）－５，７－ジ－tert－
ブチル－ベンゾフラン－２－オン。
【０１２４】
　添加される更なる安定剤の性質及び量は、安定化すべき基質の性質及び意図する用途に
より決定される。多くの場合、安定化すべきポリマーに基づいて、０．１～５重量％が用
いられる。
【０１２５】
　特に好都合なものとして、式（Ｉ）の化合物は、成分Ａ）として合成有機ポリマー、特
に熱可塑性ポリマー、ペイントのような被覆のための結合剤、例えば複写材料、特に写真
材料を含む組成物で用いることができる。
【０１２６】
　安定化すべき基質が特に上述したように合成有機ポリマー又はプレポリマーである場合
、本発明の組成物は、初めの除外物、（２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－〔１
－エチルオキシカルボニル－１－メチルエトキシ〕フェニル）－１，３，５－トリアジン
）又は短鎖Ｒ9（メチル又はエチル）である化合物も含むことができる。
【０１２７】
　安定化すべき基質が写真材料又はカラーカップラーのようなその成分であり、かつ式（
XV）：
【０１２８】
【化７】

【０１２９】
（式中、Ｘ1は、複素原子を含むか又は含まない炭化水素基であり、そしてＸ2及びＸ11は
、互いに独立して、水素であるか、又は複素原子を含むか又は含まない炭化水素基である
）の化合物を含まない場合には、本発明の組成物は、初めの除外物、（２，４，６－トリ
ス（２－ヒドロキシ－４－〔１－エチルオキシカルボニル－１－メチルエトキシ〕フェニ
ル）－１，３，５－トリアジン）又は短鎖Ｒ9（メチル又はエチル）である化合物も含む
ことができる。
【０１３０】
　これらの組成物のうちで、好適な化合物は、上述されている。
【０１３１】
　本発明により好適に安定化される複写材料、特にカラー写真材料は、例えばResearch D
isclosure 1990, 31429 (p 474-480)、US-A-5538840 26欄～106欄、GB-A-2319523又はDE-
A-19750906 22頁15行～105頁32行に記載されている。好適なものは、ハロゲン化銀を含む
層又はカラー写真材料の保護層、特にカラーフィルム又はカラー写真紙での用途である。
【０１３２】
　適切な熱可塑性ポリマーの例は、ポリオレフィン（例えば、上述の１．～３．項による
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）及び主鎖に複素原子、例えば主鎖に窒素又は酸素を含むポリマー、例えば窒素、酸素及
び／又は硫黄、特に窒素又は酸素を含むポリマーであり；そのようなポリマーの例は、上
記の表、とりわけ１３．～２０．項に与えられている。かつそれらのうち、特に重要なも
のは、ポリアミド、ポリエステル及びポリカーボナート（１７．～１９．）である。
【０１３３】
　合成有機ポリマー又はプレポリマーへの組み込みは、本発明の化合物を、いかなる更な
る添加剤と一緒にか、又は一緒ではなく慣用の方法により加えることにより行われる。組
み込みは、賢明には形態形成の前又は間に、例えば粉末成分を混合するか、又はポリマー
の溶融物又は溶液へ安定剤を加えるか、あるいは引き続き溶媒を蒸発させるか、又はさせ
ないで、ポリマーへ、溶解させたか又は分散させた化合物を塗布することにより行われる
。エラストマーの場合には、これらはラッテクスとして安定化させることができる。本発
明の化合物のポリマーへの組み込みのための別の可能性は、相当するモノマーの重合の前
若しくは間及び／又は架橋の前に、それらを加えることである。
【０１３４】
　本発明の化合物、又はそれらの混合物は、安定化すべきプラスチックスへ、それらの化
合物を例えば２．５～２５重量％の濃度で含むマスターバッチの形態で加えることもでき
る。
【０１３５】
　本発明の化合物は、賢明には、以下の方法で混入することができる：
－乳化物又は分散物（例えば、ラッテクス又は乳化ポリマーへ）として
－添加成分又はポリマー混合物の混合の間に乾燥混合物として
－加工装置（例えば、押出し機、内部ミキサーなど）中への直接の添加により
－溶液又は熔融物として。
【０１３６】
　この方法で得られる安定化された組成物は、慣用の方法、例えば熱加圧、回転（sppini
ng）、押出し又は射出成形により、成形製品、例えば繊維、フィルム、テープ、多層シー
トを含むシート、容器、パイプ及び他の形態物へ変換することができる。
【０１３７】
　したがって、本発明は、更に、成形品を製造するための新規なポリマー組成物の用途を
提供する。
【０１３８】
　また、興味があるものは、多層システムでの用途である。この場合、式（Ｉ）の比較的
大量の安定剤、例えば１～１５重量％を含む本発明のポリマー組成物を、式（Ｉ）の安定
剤を少量含むか又は含まないポリマーから形成された製品に薄層（１０～１００μm）で
塗布する。塗布は、同時に基本製品の形成と同時に、例えば共押出しにより製造すること
ができる。外部層又は仕上げた製品の内部層は、ＵＶフィルターの機能を有し、それはＵ
Ｖ光に対して製品内部を保護する。外部層は、式（Ｉ）の安定剤の少なくとも１種の好適
には１～１５重量％、特に５～１０重量％を含む。
【０１３９】
　したがって、１０～１００μmの厚さでの外側層が本発明のポリマー組成物からなり、
一方、内部層が式（Ｉ）の安定剤を少量含むか又は含まない、多層システムを得るために
本発明のポリマー組成物の用途が、また本発明により提供される。
【０１４０】
　この方法で安定化されたポリマーは、高い耐候性、特にＵＶ光に対する高い安定性を特
徴としている。結果として、長期の屋外使用でさえも、それらは、それらの機械的特性、
及びそれらの色及び光沢を保持している。
【０１４１】
　特に興味があるものは、被覆、例えばペイントのための安定剤として、式（Ｉ）の新規
な化合物の用途である。したがって、本発明は、成分Ａが被覆のための、フィルム形成性
結合剤又は含浸剤であるそれらの組成物を提供する。
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【０１４２】
　新規な被覆組成物は、好適には、固体結合剤（Ａ）の１００重量部当り、（Ｂ）０．０
１～１０重量部、特に０．０５～１０重量部、特別に０．１～５重量部を含む。
【０１４３】
　多層システム、ここで可能であり、外側層での新規な安定剤（成分（Ｂ））は、比較的
高く、固体結合剤（Ａ）１００重量部当り、例えば（Ｂ）１～１５重量部、特に（Ｂ）３
～１０重量部であることができる。
【０１４４】
　被覆での新規安定剤の使用は、薄片化、すなわち基質から被覆の薄片化を防止する利点
を伴う。この利点は、金属性基質上の多層システムを含む金属性基質の場合に、特に重要
である。
【０１４５】
　結合剤（成分（Ａ））は、原理的に、工業で慣用的であるいかなる結合剤であることも
でき、例えばUllmann's Encyclopedia of Industrial Chemistry, 5th Edition, Vol. A1
8, PP368-426, VCH, Weinheim 1991に記載されているそれらである。一般的に、それは、
熱可塑性又は熱硬化性樹脂、主として熱硬化性樹脂に基づくフィルム形成性結合剤である
。それらの例は、アルキド、アクリル、ポリエステル、フェノール、メラミン、エポキシ
及びポリウレタン樹脂並びにそれらの混合物である。
【０１４６】
　成分（Ａ）は、常温－硬化性又は熱－硬化性結合剤であることができ；硬化触媒の添加
が、好都合であることができる。結合剤の硬化を促進する適切な触媒は、例えばUllmann'
s Encyclopedia of Industrial Chemistry, 5th Edition, Vol. A18, P469, VCH Verlags
gesellschaft, Weinheim 1991に記載されている。
【０１４７】
　好適なものは、成分（Ａ）が官能的アクリラート樹脂及び架橋剤を含む結合剤である被
覆組成物である。
【０１４８】
　特定の結合剤を有する被覆組成物の例は、以下のものである：
１．硬化触媒の添加又は添加なしの、常温又は熱－架橋性アルキド、アクリラート、ポリ
エステル、エポキシ又はメラミン樹脂又はそのような樹脂の混合物（所望ならば、硬化触
媒と一緒に）に基づくペイント；
２．ヒドロキシル－含有アクリラート、ポリエステル又はポリエーテル樹脂及び脂肪族若
しくは芳香族イソシアナート、イソシアヌラート又はポリイソシアナートに基づく２成分
ポリウレタンペイント；
３．ブロックイソシアナート、イソシアヌラート又はポリイソシアナートに基づく１成分
ポリウレタンペイント（それらは、加熱中に解ブロックされる）；
所望ならばメラミン樹脂の添加も、可能である；
４．脂肪族又は芳香族ウレタン又はポリウレタン及びヒドロキシル－含有アクリラート、
ポリエステル又はポリエーテル樹脂（所望ならば、硬化触媒と一緒に）に基づく１成分ポ
リウレタンペイント；
５．硬化触媒の添加又は添加なしの、ウレタン構造中に遊離のアミン基を有する脂肪族又
は芳香族ウレタンアクリラート又はポリウレタンアクリラート及びメラミン樹脂又はポリ
エーテル樹脂に基づく１成分ポリウレタンペイント；
６．（ポリ）ケチミン及び脂肪族若しくは芳香族イソシアナート、イソシアヌラート又は
ポリイソシアナートに基づく２成分ペイント；
７．（ポリ）ケチミン及び不飽和アクリラート樹脂又はポリアセトンアセタート樹脂又は
メタクリルアミドグリコラートメチルエステルに基づく２成分ペイント；
８．カルボキシ－又はアミノ－含有ポリアクリラート及びポリエポキシドに基づく２成分
ペイント；
９．無水物基を有するアクリラート樹脂又はポリヒドロキシ又はポリアミノ成分に基づく
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２成分ペイント；
１０．アクリラート－含有無水物及びポリエポキシドに基づく２成分ペイント；
１１．（ポリ）オキサゾリン及び無水物基を含むアクリラート樹脂、又は不飽和アクリラ
ート樹脂、又は脂肪族若しくは芳香族イソシアナート、イソシアヌラート又はポリイソシ
アナートに基づく２成分ペイント；
１２．不飽和ポリアクリラート及びポリマロナートに基づく２成分ペイント；
１３．エーテル化メラミンン樹脂との組み合わせで、外見上架橋性アクリラー樹脂に基づ
く熱可塑性ポリアクリラートペイント；
１４．シロキサン－改質又はフッ素改質アクリラート樹脂に基づくペイントシステム。
【０１４９】
　成分（Ａ）及び（Ｂ）に加えて、本発明の被覆組成物は、好適には、成分（Ｃ）として
、上述のセクション２．１、２．６及び２．８の上述の表に述べたように、立体障害アミ
ンタイプ、２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン及び／又は２－ヒ
ドロキシフェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾールタイプの光安定剤を含む。好都合に付け加
えられる２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジンの光安定剤のための
更なる例は、例えば刊行物、US-A-4619956、EP-A-434608、US-A-5198498、US-A-5322868
、US-A-5369140、US-A-5298067、WO-94/18278、EP-A-704437、GB-A-2297091及びWO-96/28
431に記載されている。特定の技術的興味は、２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３
，５－トリアジン及び／又は２－ヒドロキシフェニル－２Ｈ－ベンゾトリアゾール、特に
２－（２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジンの添加である。
【０１５０】
　最大の光安定化を達成するために、上述の２．６の表の例で述べたように、立体障害ア
ミンを添加することは、特に興味がある。したがって、本発明は、成分（Ａ）及び（Ｂ)
に加えて、成分（Ｃ）として、立体障害アミンタイプの光安定剤を含む被覆組成物に関す
る。
【０１５１】
　この安定剤は、好適には、少なくとも１個の下記式：
【０１５２】

【化８】

【０１５３】
（式中、
　Ｇは、水素又はメチル、特に水素である）の基を含む２，２，６，６－テトラアルキル
ピペリジン誘導体である。
【０１５４】
　成分（Ｃ）は、好適には固型結合剤１００部当り、０．０５～５重量部の量で用いられ
る。
【０１５５】
　成分（Ｃ）として用いることができる２，２，６，６－テトラアルキルピペリジン誘導
体の例は、EP-A-356677、3－17頁セクションａ）～ｆ）に記載されている。このEP-Aのそ
れらのセクションは、本発明の部分として参照されている。以下のテトラアルキルピペリ
ジン誘導体を用いることが特に賢明である。
【０１５６】
　ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）スクシナート、
　ビス（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セバケート、



(32) JP 5497077 B2 2014.5.21

10

20

30

40

　ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）セバケート、
　ジ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ブチル（３，５－ジ－
tert－ブチル－４－ヒドロキシベンジル）マロナート、
　ビス（１－オクチルオキシ－２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）セ
バケート、
　テトラ（２，２，６，６－テトラメチルピペリジン－４－イル）ブタン－１，２，３，
４－テトラカルボキシラート、
　テトラ（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル）ブタン－１，２，
３，４－テトラカルボキシラート、
　２，２，４，４－テトラメチル－７－オキサ－３，２０－ジアザ－２１－オキソジスピ
ロ〔５．１．１１．２〕ヘンエイコサン、
　８－アセチル－３－ドデシル－１，３，８－トリアザ－７，７，９，９－テトラメチル
スピロ〔４，５〕－デカン－２，４－ジオン、
　１，１－ビス（１，２，２，６，６－ペンタメチルピペリジン－４－イル－オ
キシカルボニル）－２－（４－メトキシフェニル）－エタン、又は下記式：
【０１５７】
【化９】

【０１５８】
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【化１０】

【０１５９】
の化合物。
【０１６０】
　成分（Ａ）、（Ｂ）及び必要ならば（Ｃ）の他に、この被覆組成物は、更なる成分を含
むことができ、例は、溶媒、顔料、染料、可塑剤、安定剤、チキソトロピー剤、乾燥触媒
及び／又は均一剤である。可能な成分の例は、Ullmann's Encyclopedia of Industrial C
hemistry, 5th Edition, Vol. A18, P429-471, VCH, Weinheim 1991に記載されている。
【０１６１】
　可能な乾燥触媒又は硬化触媒の例は、例えば有機金属化合物、アミン、アミノ含有樹脂
及び／又はホスフィンである。有機金属化合物の例は、金属カルボキシラート、特に、金
属類、Ｐｂ、Ｍｎ、Ｃｏ、Ｚｎ、Ｚｒ若しくはＣｕ、又は金属キレート、特にＡｌ、Ｔｉ
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若しくはＺｒのそれらである、又は例えば有機すす化合物のような有機金属化合物である
。
【０１６２】
　金属カルボキシラートの例は、Ｐｂ、Ｍｎ又はＺｎのステアラート、Ｃｏ、Ｚｎ又はＣ
ｕのオクトアート、Ｍｎ及びＣｏのナフテナート、又は相当するリノレアート、レジナー
ト若しくはタラートである。
【０１６３】
　金属キレートの例は、アセチルアセトン、エチルアセチルアセタート、サルシルアルデ
ヒド、サルシルアルドキシム、ｏ－ヒドロキシアセトフェノン又はエチルトリフルオロロ
アセチルアセタートのチタニウム、ジルコニウムキレート及びそれらの金属のアルコシド
である。
【０１６４】
　有機化合物の例は、ブチルスズオキシド、ジブチルジラウラート又はジブチルジオクト
アートである。
【０１６５】
　アミンの例は、特に、第三アミン、例えばトリブチルアミン、トリエタノールアミン、
Ｎ－メチルジエタノールアミン、Ｎ－ジメチルエタノールアミン、Ｎ－エチルモルホリン
、Ｎ－メチルモルホリン又はジアザビシクロオクタン（トリエチレンジアミン）及びそれ
らの塩である。更なる例は、第四級アンモニウム塩、例えばトリエチルベンジルアンモニ
ウムクロリドである。
【０１６６】
　アミノ－含有樹脂は、同時に結合剤及び硬化触媒である。それの例は、アミノ－含有ア
クリラートコポリマーである。
【０１６７】
　用いられる硬化触媒は、ホスフィン、例えばトリフェニルホスフィンであることができ
る。
【０１６８】
　新規な被覆組成物は、放射線－硬化性被覆組成物であってもよい。この場合、結合剤は
、実質的にエチレン性不飽和結合（プレポリマー）を有するモノマー性又はオリゴマー性
化合物であり、それは、以下の適用において、化学線照射により、硬化し得る、すなわち
架橋された、高分子量物質に変換される。含まれるシステムが、ＵＶ－硬化システムであ
るとき、それは、一般に、更に光開始剤を含む。相当するシステムは、上述の刊行物、Ul
lmann's Encyclopedia of Industrial Chemistry, 5th Ed., Vol. A18, pp451-453, VCH,
 Weinheim 1991に記載されている。放射線－硬化被覆組成物において、新規な安定混合物
は、立体障害アミンの添加なしでも用いることができる。
【０１６９】
　本発明の被覆組成物は、どのような所望の基質、例えば金属、木材、プラスチックス又
はセラミック材料にも適用することができる。それらは、自動車の塗装においてのベース
コートとして用いられる。もしトップコートが二つの層を有するならば、その下層は着色
され、そして上層は着色されなく、新規な被覆組成物は、上層若しくは下層のどちらか、
又は両方の層で用いることができるが、好適には下層（着色された層）で用いられる。
【０１７０】
　また、好適なものは、木材表面を保護するための本化合物の用途、例えば式（Ｉ）の化
合物をワニス、ペイント、着色剤又は木材上の含浸剤の組み込みによる用途である。した
がって、本発明は、また、光、酸素及び／又は熱による損傷し得る影響に対して、式（Ｉ
）の化合物の安定化有効量の組み込み又は塗布により木材表面を安定化する方法、例えば
木材表面での被覆、特にワニス、ペイント又は含浸剤に関する。式（Ｉ）の化合物は、効
果的に木材基質の黄色化を減少させる。式（Ｉ）の化合物は、着色剤の部分、含浸剤又は
トップコートの部分として塗布することができる。
【０１７１】
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　木材基質に塗布した場合、それはＲ9がＲ11と同義である、式（Ｉ）の化合物、１（２
，４，６－ヒドロキシ－４－〔１－エチルオキシカルボニル－１－メチルエトキシ〕フェ
ニル）－１，３，５－トリアジン）を用いることができる。好適な化合物は、上記に記載
されている。
【０１７２】
　しばしば、立体障害アミンは、また、好適には、結合剤及び溶媒の全重量に基づいて０
．１～１０％、更に好適には０．２～５％、最も好適には０．２～２重量％の量で存在す
る。特に、立体障害アミンは、EP-A-309401に記載されているように、又は相当するＮ－
オキシド及びそれらの塩は、特に例えば木材塗布において有用である。
【０１７３】
　木材被覆が、着色剤又は含浸剤である場合に、好適には溶媒は、例えば脂肪族炭化水素
、脂環式炭化水素、芳香族炭化水素、アルコール、エーテル、エステル、ケトン、グリコ
ール、グリコールエーテル、グリコールエステル、ポリグリコール又はそれらの混合物か
らなる群から選択されて用いられる。好適には、この場合、結合剤は、アルキド樹脂、改
質アルキド樹脂、自然架橋又は非自然架橋アクリル樹脂、ポリエステル樹脂、乾燥油、フ
ェノール樹脂、ニトロセルロース又はそれらの混合物から選択される。
【０１７４】
　殺草剤又は殺虫剤のような通常の添加剤が、可能である。有用な殺草剤の例は、トリブ
チル錫オキシド、フェニル水銀塩、銅ナフテナート、１－クロロナフタレン又はペンタク
ロロフェノールである。有用な殺虫剤の例は、ＤＤＴ、ジエルドリン、リンダン、アザコ
ナゾール、シペルメチン、ベンズアルコニウム塩酸塩、プロピコナゾール又はパラチオン
である。
【０１７５】
　木材被覆のために適切ないかなる被覆組成物も、更なるトップコートとして用いること
ができる。それは、通常、有機溶媒中若しくは水中又は水及び溶媒の混合物中に溶解又は
分散された結合剤を含む。結合剤は、典型的には、空気中で乾燥するか、又は室温で硬化
する表面被覆樹脂であることができる。そのような結合剤の例は、ニトロセルロール、ポ
リビニルアセタート、ポリ塩化ビニル、不飽和ポリエステル樹脂、ポリアクリラート、ポ
リウレタン、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、及び特にアルキド樹脂である。結合剤は、
また異なる表面被覆樹脂の混合物であることができる。結合剤が硬化性結合剤であるなら
ば、それらは、通常硬化剤及び／又は促進剤と一緒に用いられる。
【０１７６】
　このトップコートは、光重合性化合物の、放射線－硬化性、溶媒を含まない光重合性化
合物である。説明的例は、アクリラート類若しくはメタクリラート類の混合物、不飽和ポ
リエステル／スチレン混合物又は他のエチレン性不飽和モノマー若しくはオリゴマーの混
合物である。
【０１７７】
　トップコートは、可溶性染料及び／又は顔料及び／又は充填剤を含むことができる。顔
料は、有機、無機又は金属性顔料であることができる。顔料は、不透明又は例えば透明鉄
オキシドのような透明であることができる。充填剤は、典型的にはカオリン、炭酸カルシ
ウム又は珪酸アルミニウムであることができる。好適にはトップコートは、透明ワニスで
あり、すなわちそれは溶解しないものを含まない。
【０１７８】
　本発明は、以下の適用に特に有用である：
　家具、寄木床、ボール紙又は木工品のような屋内用品；
　フェンス、建築部材、木製覆い（wooden fronts）、窓枠など。
【０１７９】
　最大の安定化が必要とされる場合に、完全な木材保護システムが、適用されることがで
きる。この木材保護システムは、本発明による含浸剤、場合により中間層及び最終のトッ
プコートを含むことができ、それらは前述のように安定化されることができる。
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【０１８０】
　新規な被覆組成物は、慣用の方法、例えば刷毛、噴霧、注入、浸し、電気泳動により、
基質に適用することができる。Ullmann's Encyclopedia of Industrial Chemistry, 5th 
Ed., Vol. A18, pp491-500参照。
【０１８１】
　結合剤システムに従い、被覆物は、室温又は加熱により硬化させることができる。被覆
は、好適には、５０～１５０℃で硬化され、粉体被覆の場合には、より高い温度でさえも
硬化される。
【０１８２】
　本発明により得られる被覆物は、光、酸素及び熱の損傷効果に対して優れた耐性を有し
、特にこのようにして得られた被覆物、例えばペイントの光安定性及び耐候性について言
及されるべきである。
【０１８３】
　したがって、本発明は、被覆物、特にペイント（それは、式（Ｉ）の化合物を添加する
ことにより、光、酸素及び熱の損傷効果に対して安定化されている）を、また、提供する
。このペイントは、好適には、自動車のベースコート又は木材被覆である。本発明は、更
に、有機ポリマーに基づく被覆を、光、酸素及び熱による損傷に対して安定化する方法に
関し、それは、被覆組成物に式（Ｉ）の化合物の混合物を混合することを含み、及び光、
酸素及び熱による損傷に対しての安定剤として被覆組成物中でのそれらの化合物の用途に
も関する。
【０１８４】
　被覆組成物は、結合剤が可溶である有機溶媒又は溶媒混合物を含むことができる。そう
でなければ、被覆組成物は、水性溶液又は分散物であることもできる。ビヒクルは、有機
溶媒及び水の混合物であることもできる。被覆組成物は、高固型ペイント又は溶媒なしで
あることもできる（例えば、粉体被覆）。粉体被覆は、例えば、Ullman's Encyclopedia 
of Industrial Chemistry, 5th Ed., Vol. A18, pp.438-444に記載されているようなそれ
らである。粉体被覆材料は、粉体のスラリー（水中の粉体の分散物）であることもできる
。
【０１８５】
　顔料は、無機、有機又は金属性顔料であることができる。この新規な被覆組成物は、好
適には顔料を含まず、透明被覆として用いられる。
【０１８６】
　同様に、好適なものは、自動車工業で用いられるベースコートとして、特にペイント仕
上げの顔料着色としての被覆組成物の用途である。しかしながら、トップコートでの用途
も可能である。
【０１８７】
　安定剤（成分Ｂ）は、式（Ｉ）の化合物の２種又は３種以上の混合物であることができ
る。
【０１８８】
　以下の実施例は、いかなる制限も意図するものではなく、本発明を更に記載している。
ここでの部及びパーセントは、重量であり；室温と述べた例は、それにより２０～２５℃
の範囲を意味する。クロマトグラフィのためのそれらのような溶媒混合物の場合に、示さ
れた部は、容量である。特に断らない限り、これらの定義が、用いられる。
【０１８９】
　以下の略号が、用いられる。
　ＴＨＦ　　　　　　　　テトラヒドロフラン
　abs.　　　　　　　　　無水
　m.p.　　　　　　　　　融点又は融点範囲
　ＮＭＲ　　　　　　　　核磁気共鳴
　torr　　　　　　　　　トリチェリ；mmHg(１torr は約１３３Pa)
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　Tg　　　　　　　　　　ガラス転移点；
　ｈ　　　　　　　　　　時間
【０１９０】
　以下の化合物は、式（Ｉ）の化合物の例である；接尾辞－ｎは、それぞれの場合に、直
鎖基を意味し、接尾辞－ｉは、異なる異性体基を意味する。
【０１９１】
【表１】

【実施例】
【０１９２】
実施例１：２，４，６－トリス（４－〔１－エトキシカルボニル－１－メチルエトキシ－
２－ヒドロキシフェニル〕－１，３，５－トリアジン（化合物１）
　無水エタノール１．００リットル中の２，４，６－トリス（２，４－ジヒドロキシフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン２０３ｇ（０．５０mol）、エチルα－ブロモイソブチ
ラート（Fluka、９７％）６４４ｇ（３．３０mol）及びナトリウムエトキシド（Fluka、
＞９５％）１１２ｇ（１．６５mol）の混合物を、窒素下で、攪拌しながら７８℃に加熱
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した。１．５ｈ、３．５ｈ及び４．５ｈの間隔で、ナトリウムエトキシド（Fluka、＞９
５％）３７．４ｇ（０．５５mol）を、この反応混合物に加えた。６時間後、２５℃に冷
却し、２％塩酸１．００リットル中に注加した。水性相を酢酸エチルで抽出し、有機相を
硫酸マグネシウムで乾燥した。溶媒を真空下に留去し、標題化合物を、イソプロパノール
からの再結晶により、淡黄色粉末として得た（融点１５０℃）
【０１９３】
実施例２：２，４，６－トリス（４－〔１－メトキシカルボニル－１－メチルエトキシ－
２－ヒドロキシフェニル〕－１，３，５－トリアジン（化合物２）
　無水エタノール１．００リットル中の２，４，６－トリス（２，４－ジヒドロキシフェ
ニル）－１，３，５－トリアジン４０．５ｇ（０．１００mol）、メチルα－ブロモイソ
ブチラート（Fluka、９７％）１１９ｇ（０．６６０mol）及びナトリウムメトキシド（Fl
uka、＞９５％）１７．８ｇ（０．３３０mol）を、窒素下で、攪拌しながら７８℃に加熱
した。２ｈ後、ナトリウムメトキシド（Fluka、＞９５％）１７．８ｇ（０．３３０mol）
を、この反応混合物に加えた。１６時間後、２５℃に冷却し、２％塩酸１．００リットル
中に注加した。水性相を酢酸エチルで抽出し、有機相を硫酸マグネシウムで乾燥した。溶
媒を真空下に留去し、標題化合物を、シリカゲル（Fluka、サイズ６０シリカゲルガ、０
．０４０～０．０６３mm）カラムクロマトグラフィにより、淡黄色粉末として得た（融点
１３１℃）
【０１９４】
実施例３：２，４，６－トリス（４－〔１－ｎ－ブチルオキシカルボニル－１－メチルエ
トキシ〕－２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（化合物３）
　キシレン２０ml中の２，４，６－トリス（４－〔１－エトキシカルボニル－１－メチル
エトキシ〕－２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（化合物１）３．００
ｇ（４．００mmol）、ｎ－ブタノール５．９０ｇ（８０．０mmol）及びジブチルチンオキ
シド０．６０ｇ（２．４０mmol）を、１６ｈ沸騰加熱した。生成したエタノールを、反応
の間に留去した。反応の終りに、溶媒を真空下で留去した。得られた残渣を、５：１ヘキ
サン／ジエチルエーテルによるシリカゲル（Fluka、サイズ６０シリカゲルガ、０．０４
０～０．０６３mm）クロマトグラフィに付した。溶媒を除いたのち、長期放置により結晶
する黄色油状物として生成物を得た：m.p.８６～９１℃。
【０１９５】
実施例４～１１：実施例３に記載した方法又はGB-A-2273498に記載されたエステル交換手
法と類似の方法により、化合物４～１１を化合物１及び以下の出発物質から得た。
【０１９６】
【表２】

【０１９７】
実施例１２～１４：２，４，６－トリス（４－〔１－（Ｎ－ヘキシルアミノカルボニル－
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１－メチルエトキシ－２－ヒドロキシフェニル〕－１，３，５－トリアジン（化合物１２
）
【０１９８】
【化１１】

【０１９９】
　無水キシレン６０ml中の２，４，６－トリス（４－〔１－エトキシカルボニル－１－メ
チルエトキシ〕－２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（化合物１）１０
．５ｇ（０．０１４mmol）、ヘキシルアミン２８．３ｇ（０．２８mol）及びジブチルチ
ンオキシド２．１ｇ（０．００８５mol）の混合物を、アルゴン下に１３０℃で５日間加
熱した。溶媒を真空下で留去した。カラムクラマトグラフィにより、標題化合物（化合物
１２；1ＨＮＭＲ（ＣＤＣｌ3）：0.82(m, 9H), 1.25 (m, 18H), 1.49-1.60 (m, 9H), 1.6
5 (s, 27H), 3.30 (d, t, J=7.5Hz, J=6Hz, 6H), 6.38 (t, J=6.0, 3H), 6.57-6.60 (m, 
6H), 8.05 (d, J=8.6Hz, 3H), 13.16 (s, 3H)）及び
２，４－ビス（４－〔１－エトキシカルボニルー１－メチルエトキシ〕－２－ヒドロキシ
フェニル）－６－モノ－（４－〔１－（Ｎ－ヘキシルアミノカルボニル）－１－メチルエ
トキシ〕－２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（化合物１３；1ＨＮＭ
Ｒ（ＣＤＣｌ3）：0.82 (m, 3H), 1.24-1.29 (m, 12H),1.65 (s, 9H), 1.70 (s, 9H), 3.
30 (q, J=6.7Hz, 2H), 4.27 (q, J=7.1, 4H), 6.41-6.57 (m, 7H), 8.00 (d, J=9.6Hz, 2
H), 8.02 (d, J=9.0Hz, 1H), 13.16 (s,3H))及び
２－モノ（４－〔１－エトキシカルボニル－１－メチルエトキシ〕－２－ヒドロキシフェ
ニル）－４，６－ビス（４－〔１－（Ｎ－ヘキシルアミノカルボニル）－１－メチルエト
キシ〕－２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（化合物１４）を得た。
【０２００】
実施例１５～１７：２，４，６－トリス（４－〔１－（Ｎ，Ｎ－ビス－ブチルアミノカル
ボニル）－１－メチルエトキシ〕－２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン
（化合物１５）
【０２０１】
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【化１２】

【０２０２】
　ヘキサン中のトリメチルアルミニウム２．０M溶液２１mlを、アルゴン下に、無水ジク
ロロメタン３５ml中のジブチルアミン５．５ｇ（０．０４２mol）に加えた。１５分後に
、２，４，６－トリス（４－〔１－エトキシカルボニル－１－メチルエトキシ－２－ヒド
ロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（化合物１）１０．５ｇ（０．０１４mmol）
を、この反応混合物へ加えた。１日後に、無水キシレン１０mlを加え、ジクロロメタンを
留去した。続いて、反応混合物を１３０℃で２日間加熱し、次いで２０％ＨＣｌの１０ml
を加えた。反応混合物物を酢酸エチルで抽出し、有機相を硫酸マグネシウムで乾燥した。
カラムクラマトグラフィの後に、標題化合物（化合物１５；1ＨＮＭＲ（ＣＤＣｌ3）：0.
80 (t, J=7.1Hz, 9H), 0.90 (t, J=7.1Hz, 9H), 1.12-1.4 (m, 24H), 1.71 (s, 27), 3.2
9-3.35 (m, 6H), 3.50-3.55 (m, 6H), 6.39-6.60 (m, 6H), 8.00-8.02 (m ,3H), 13.24 (
s, 3H)）及び
２，４－ビス（４－〔１－エトキシカルボニルー１－メチルエトキシ〕－２－ヒドロキシ
フェニル）－６－モノ－（４－〔１－Ｎ，Ｎ－ビスブチルアミノカルボニル－１－メチル
エトキシ〕－２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（化合物１６；1ＨＮ
ＭＲ（ＣＤＣｌ3）：0.80-1.00 (m, 6H), 1.70 (s, 18H), 1.71 (s, 9H), 3.29-3.35 (m,
 2H), 3.49-3.54 (m, 2H), 4.27 (q, J=7.1, 4H), 6.42-6.55 (m, 6H), 8.00 (d, J=9.8H
z, 1H), 8.02 (d, J=9.0Hz, 2H), 13.26 (s, 3H))及び
２－モノ（４－〔１－エトキシカルボニル－１－メチルエトキシ〕－２－ヒドロキシフェ
ニル）－４，６－ビス（４－〔１－（Ｎ,Ｎ－ビス－ブチルアミノカルボニル）－１－メ
チルエトキシ〕－２－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（化合物１７）を
得た。
【０２０３】
実施例１８：２，４，６－トリス（４－〔１－オクチルカルボニル－エトキシ〕－２－ヒ
ドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン（化合物１８）
　２，４，６－トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン２０
３ｇ（０．５０mol）の混合物を、実施例１の方法によりエチルα－ブロモプロピオナー
ト（Fluka、９７％）３．３０molと反応させた。得られたトリスエチルエステルを、実施
例３の方法により、ジブチルチンオキシドの存在下にオクタノール（異性体混合物）でエ
ステル交換した。溶媒を留去した後、標題化合物（化合物１８）を、長期放置により結晶
する黄色油状物として得た。
【０２０４】
実施例１９：２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－エトキシカルボニルプロ
ポキシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン
　２，４，６－トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン１０
．１ｇ（０．０２５mol）を、無水エタノール７０ml中のナトリウムエチラート５．６ｇ
（０．０８２５mol）の溶液に加え、この溶液は、赤色に変化した。この混合物を還流温
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度で加熱した後、エチル２－ブロモブチラート１６．１ｇ（０．０８２５mol）を滴下に
より加えた。４時間後、混合物を熱いうちに濾過し、溶媒を留去し、残渣を酢酸エチル３
５０mlにとった。有機相を、水、水性ＨＣｌ溶液、次いで再び水で洗浄した後、ＭｇＳＯ

4を用いて乾燥し、溶媒を留去した。残渣をシリカゲル、ヘキサン／酢酸エチルによるク
ロマトグラフィに付し、以下の構造を有する化合物（m.p.１０１～１０５℃）を得た。
【０２０５】
【化１３】

【０２０６】
実施例２０：２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－オクチルオキシカルボニ
ルプロポキシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン
　２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－エトキシカルボニルプロポキシ）フ
ェニル）－１，３，５－トリアジン１０．１ｇ（０．０２５mol）を、キシレン５０ml中
でジブチルチンオキシド１ｇ（０．００４mol）及びオクタノール（異性体混合物）１５
．８ml（０．１mol）と一緒に、エタノールが生成しなくなるまで、１０ｈ還流した。次
いで、反応混合を冷却し、水で洗浄し、ＭｇＳＯ4を用いて乾燥した。溶媒を留去し、残
渣をシリカゲルクロマトグラフィに付し、以下の構造を有する帯黄色樹脂様化合物を得た
。
【０２０７】
【化１４】

【０２０８】
実施例２１：２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－エトキシカルボニルエト
キシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン
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　２，４，６－トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン４０
．５ｇ（０．１００mol）及び無水Ｋ2ＣＯ3の４２．８ｇ（０．３１０mol）を、ジメチル
ホルムアミド２５０ml中に５０℃で懸濁した。３０分後に、エチル２－クロロプロピオナ
ート４５．１ｇ（０．３３０mol）を加え、この混合物を更に１４ｈ攪拌した。反応混合
物を熱いうちに濾過し、溶媒を真空下で留去した。残渣をジクロロメタン３００mlに溶解
し、水、水性ＨＣｌ溶液、次いで再び水で洗浄した後、ＭｇＳＯ4を用いて乾燥し、溶媒
を留去した。残渣をシリカゲル、ヘキサン／酢酸エチルによるクロマトグラフィに付し、
以下の構造を有する化合物（m.p.１１５～１２０℃）を得た。
【０２０９】
【化１５】

【０２１０】
実施例２２：２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－メトキシカルボニルエト
キシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン
　メチルエステルを、実施例２１の方法と類似に製造した（m.p.１４５～１４７℃）。
【０２１１】
実施例２３：２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－オクチルオキシカルボニ
ルエトキシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン
　２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－メトキシカルボニルエトキシ）フェ
ニル）－１，３，５－トリアジン１５．６０ｇ（０．０２３５mol）を、キシレン５０ml
中で、ｐ－トルエンスルホン酸モノヒドラート０．４５ｇ（０．００２３５mol）及びオ
クタノール（異性体混合物）１４．８５ml（０．０９４mol）と一緒に、メタノールが生
成しなくなるまで、１０ｈ還流した。反応混合を冷却し、水で洗浄し、ＭｇＳＯ4を用い
て乾燥した。溶媒を留去し、残渣をシリカゲルクロマトグラフィに付し、以下の構造を有
する帯黄色樹脂様物質を得た。
【０２１２】
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【化１６】

【０２１３】
実施例２４：Ａ（２，４，６－トリス（２－ヒドロキシ－４－（１－オクチルオキシカル
ボニルエトキシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン）及びＢ（２（２，４－ビス（１
－オクチルオキシカルボニルエトキシ）フェニル）－４，６－ビス（２－ヒドロキシ－４
－（１－オクチルオキシカルボニルエトキシ）フェニル）－１，３，５－トリアジン）を
含む混合物（１００：１～１：１００）
　２，４，６－トリス（２，４－ジヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリアジン４０
．５ｇ（０．１００mol）及び無水Ｋ2ＣＯ3の４８．３７ｇ（０．３５０mol）を、ジメチ
ルホルムアミド２５０ml中に５０℃で懸濁した。３０分後に、オクチル２－ブロモプロピ
オナート８８．６１ｇ（０．３５０mol）を加え、この混合物を更に１４ｈ攪拌した。反
応混合物を熱いうちに濾過し、溶媒を真空下で留去した。残渣をトルエン３００mlに溶解
し、水、水性ＨＣｌ溶液、次いで再び水で洗浄した後、ＭｇＳＯ4を用いて乾燥し、溶媒
を留去した。Ａ（実施例２３でのように）及びＢを含む樹脂様生成物を得た。
【０２１４】

【化１７】

【０２１５】
Ｂ）使用実施例
実施例Ｂ１：
ａ）含浸：全組成物に関して、下記表に示す添加剤０．５％を、市販の含浸剤（Xylamonn
 Incolore（商標)；供給者；Sepam）に加えた。
　含浸剤は、えぞ松の板（spruce boards）に刷毛により塗布（１回塗布）し、室温２４
時間で乾燥した。
ｂ）トップコート：トップコートは、以下成分から調製した：
５３．４８重量部　　アルキド樹脂（Jaegalyd Antihydro（商標）、E.Jaeger KG、ホワ
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　　　　　　　　　　イトスピリッツ（white spirit）中６０％溶液）
１０．６９重量部　　チオキソトピー助剤（Jaegalyd Antihydro-Trockner（商標））
１．９２重量部　　　促進剤（Jaegalyd Antihydro-Trockner（商標））
３３．４４重量部　　溶媒（Terlitol（商標））
０．３２重量部　　　抗はがれ剤（anti-skinnig agent）(Asccin（商標）P、BAYER）
０．１５重量部　　　抗はがれ剤（anti-skinnig agent）(Luactin（商標）P、BAYER）
【０２１６】
　トップコートは、式（１）の新規なＵＶ吸収剤約１．０％及び下記式：
【０２１７】
【化１８】

【０２１８】
（立体障害アミンタイプ光安定剤、Ciba Specialty Chemicals）の化合物１．０％（それ
ぞれの場合に結合剤の含量に基づいて）を加えることにより安定化される。比較標本は、
これらの安定剤なしで調製した。
【０２１９】
　トップコートは、含浸されたエゾ松の板に刷毛（３回）で塗布し、それぞれの塗布後２
４時間室温で乾燥した。
【０２２０】
　続いて、標本を促進耐候試験：最大光強度３４０nmのＵＶ－Ａランプ；耐候サイクル：
５８℃で５時間の光、２２℃で１ｈのスプレーに付した。
【０２２１】
　記述した耐候試験の後、色変化ΔＥをＤＩＮ６１７４により測定し；用いた比較は、非
安定化含浸剤及び非安定化トップコートである。結果を表３に示した。
【０２２２】

【表３】

【０２２３】
実施例Ｂ２：別の標本を、実施例Ｂ１のようにしたが、松材及び異なる含浸剤（Xylophen
e Multiusages（商標）、Xylocmie）を用い、かつこの含浸剤に２回塗布し、それぞれの
場合に室温で２４時間乾燥した。促進耐候試験は、Xenon Weather-o-meter（商標）（CAM
cycle: ６０℃で１０２分暴露、１８分暴露／照射４０℃）
　２００ｈの耐候試験の後に得たＤＩＮ６１７４での色変化ΔＥを表４に示した。
【０２２４】
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【表４】

【０２２５】
実施例Ｂ３：２－コートメタル様ペイントの安定化
　試験化合物をSolvesso（商標）１００4)の３０ｇに組み込み、以下の組成物（重量部）
のクリアコートで試験した。
Synthacry（商標）SC3031)　　　　　　　　　　　　　２７．５１
Synthacry（商標）SC3702)　　　　　　　　　　　　　２３．３４
Maprenal（商標）6053) 　　　　　　　　　　　　　　２７．２９
ブチルアセタート／ブタノール（３７／８）　　　　　　４．３３
イソブタノール　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４．８７
Solvesso（商標）１５０4)　　　　　　　　　　　　　　２．７２
Kristalloal K-305)　　　　　　　　　　　　　　　　　８．７４
均一助剤Baysilon（商標）MA6)　　　　　　　　　　　　１．２
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００
１）Hoechst AGからのアクリラート樹脂；キシレン／ブタノール（２６／９）中の６５％
溶液
２）Hoechst AGからのアクリラート樹脂；Solvesso（商標）１００4)中の７５％溶液
３）Hoechst AGからのメラミン樹脂；イソブタノール中の５５％溶液
４）芳香族炭化水素の混合物（Manufacturer:Esso）；沸点範囲１８２～２０３℃（Solve
sso（商標）１５０）又は１６１～１７８℃（Solvesso（商標）１００）
５）脂肪族炭化水素の混合物（Manufacturer:Shell）；沸点範囲１４５～２００３℃
６）Solvesso（商標）１５０4)（Manufacturer:Bayer AG）中の１％
【０２２６】
　化合物No. １１の１．５重量％をクリアコートへ加えた；いくつかの試料に、下記式：
【０２２７】
【化１９】

【０２２８】
の化合物（化合物４）の０．７％（それぞれの場合に、被覆材料の固型含量に基づいて）
を組み込んだ。用いた比較材料は、光安定剤を含まないクリアコートである。
【０２２９】
　クリアコートをSolvesso（商標）１００で噴霧粘度に希釈し、調製したアルミニウムパ
ネル（Uniprime（商標）エポキシ、シルバーメタリックベースコ－ト）に噴霧により塗布
し、そして着色されたパネルを１３０℃で３０分焼いた。４０～５０μmの厚さのクリア
コート乾燥フィルムを得た。
【０２３０】
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　次いで、試料をAtlas CorpからのUVCON（商標）耐候試験装置（７０℃でのＵＶ照射４
時間及び５０℃での４ｈ凝縮のサイクルでのＵＶＢ－３１３ランプ）中で耐候試験した。
【０２３１】
　試料を一定間隔で光沢（ＤＩＮ６７５３０での２０°光沢）及びクラックを試験した。
【０２３２】
　本発明により安定化された試料は、非安定化比較試料よリも良好な耐候安定性（光沢保
持及びクラックなし）を示した。
【０２３３】
実施例Ｂ４：
　実施例Ｂ３を繰り返したが、化合物Ａの０．７％に代えて、下記式：
【０２３４】
【化２０】

【０２３５】
の化合物（化合物Ｂ）の１．０％を含むクリアーコート及びペイントで調製し、赤色メタ
リックベースコートに塗布した。用いた式（Ｉ）の新規な安定剤は下記の表５（化合物番
号により同定され、それぞれの場合に被覆材料の固型含量に基づく量）に示されている。
【０２３６】
　試料を一定間隔で光沢（ＤＩＮ６７５３０での２０°光沢）及びクラックを試験した；
耐候試験の開始する前に、９４の光沢値が測定されている。
　結果は、下記表５に示した。
【０２３７】

【表５】

【０２３８】
　本発明により安定化された試料は、優れた光沢保持及びクラックが生じないことを示し
た。
【０２３９】
実施例Ｂ５：木材ワニス
　トップコートは、以下から調製した：
７３．８０重量部　　　アルキル樹脂（Jagol PS21(商標)、E.JAEGER KG、１００％）
４．１６重量部　　　　促進剤（Jaeger Antihydro-Trockner（商標））
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２０．８０重量部　　　溶媒（Exxol（商標）D40、EXXON）
０．５２重量部　　　　抗はがれ剤（Exkin 2（商標）EXXON）
０．７２重量部　　　　抗はがれ剤（Lanco Glidd AH（商標）;Lubrizol Coatings 
　　　　　　　　　　　Additives、Germany）
【０２４０】
　塗布は、実施例Ｂ２に記載したように行い；本発明の安定剤の量は、ワニスの固型含量
の重量に基づいて１％であった。化合物１１は、メトキシプロパノール中の８５％溶液と
して組み込んだ。
【０２４１】
　促進耐候試験は、Xenon Weather-o-meter（商標）（ＣＡＭ７サイクル）の方法で実施
した。
【０２４２】
　促進耐候試験８００ｈ後のＤＩＮ６１７４での色変化ΔＥを表６に示した。
【０２４３】

【表６】

【０２４４】
実施例Ｂ６：写真材料への組み込み
成分　　　　　　　　　　　　　　　　　　量
ゼラチン　　　　　　　　　　　　　　　　１２００mg
トリクレシルホスファート　　　　　　　　　５１０mg
硬化剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４０mg
湿潤剤　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００mg
式（Ｉ）の化合物　　　　　　　　　　　　　２２５mg
【０２４５】
　硬化剤は、２－ヒドロキシ－２，４－ジクロロ－１，３，５－トリアジンのカリウム塩
である。湿潤剤は、４，８－ジイソブチルナフタレン－２－スルホン酸ナトリウムである
。
【０２４６】
　新規な化合物No.１１が用いられたとき、透明な層が得られ、それは、写真記録材料、
例えばＵＶフィルター層として適切であった。
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